
は
　
じ
　
め
　
に

　
本
稿
で
検
討
す
る
の
は
現
在
、
京
都
大
学
附
属
図
書
館
が
所
蔵
す
る

「
平
松
文
庫
」
中
の
『
御
用
帳
』・『
御
用
帳
雑
記
』・『
職
事
方
御
剪
紙

留
』・『
諸
届
書
并
願
書
類
留
』・『
議
奏
御
役
中
雑 

で
あ
る
。
こ
の

「
平
松
文
庫
」
は
も
と
も
と
江
戸
時
代
に
興
さ
れ
た
公
卿
平
松
家
伝
来
の
記

録
類
な
ど
か
ら
な
る
。
う
ち
、
前
掲
の
史
料
五
件
は
平
松
家
六
代
目
の
平

松
時
章
（
一
七
五
四
～
一
八
二
八
）
の
年
代
の
記
録
類
で
、
表
題
に
「
御

用
」「
御
役
中
」
な
ど
と
つ
く
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
と
お
り
、
時
章
が
仙

洞
御
所
の
院
伝
奏
や
、
禁
裏
御
所
の
議
奏
の
任
に
あ
っ
た
期
間
に
書
き
留

め
ら
れ
た
公
用
の
記
録
で
あ
る
。

　
具
体
的
に
言
う
と
、
時
章
の
、
①
院
伝
奏
在
任
中
（
寛
政
十
二
年
（
一

八
〇
〇
）
か
ら
文
化
十
一
年
（
一
八
一
四
）
ま
で
）、
②
議
奏
在
任
中
（
文

化
十
一
年
か
ら
同
十
四
年
ま
で
）、
③
院
伝
奏
再
任
中
（
文
化
十
四
年
か
ら

（
１
）
記
』

文
政
三
年
（
一
八
二
〇
）
ま
で
）
の
期
間
、
時
章
が
か
か
わ
っ
た
職
務
が

記
さ
れ
て
い
る
。

　
時
章
の
許
へ
は
さ
ま
ざ
ま
な
案
件
が
持
ち
込
ま
れ
る
。
宮
廷
内
外
の
争

論
が
持
ち
込
ま
れ
、
院
や
天
皇
の
威
光
を
背
景
に
問
題
を
解
決
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
あ
っ
た
り
、
調
停
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
っ
た
り
も
す
る
。

こ
う
し
た
場
合
、
双
方
の
言
い
分
が
書
き
留
め
ら
れ
、
ど
の
よ
う
な
対
応

を
し
た
の
か
も
記
さ
れ
る
。
争
論
で
な
く
と
も
、
何
ら
か
の
願
い
の
筋
が

あ
っ
て
来
る
者
も
あ
る
。
ま
た
、
公
卿
、
地
下
官
人
や
出
入
り
の
者
も
慶

弔
、
縁
組
・
出
産
・
死
去
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
届
を
出
す
。
院
伝
奏
や
議
奏

の
私
邸
は
受
付
窓
口
で
あ
り
、
雑
掌
が
対
応
す
る
場
合
も
多
く
、
そ
の
名

も
多
数
見
え
る
。
と
は
言
え
、
も
ち
ろ
ん
時
章
個
人
へ
の
依
頼
で
は
な
く
、

院
伝
奏
・
議
奏
と
し
て
の
時
章
へ
の
依
頼
、
つ
ま
り
、
時
章
を
通
じ
て
、

①
の
期
間
で
あ
れ
ば
後
桜
町
院
（
仙
洞
御
所
）、
②
で
あ
れ
ば
光
格
天
皇

（
禁
裏
御
所
）、
③
で
は
光
格
院
（
仙
洞
御
所
）
に
取
り
次
い
で
も
ら
お
う

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
願
い
が
か
な
え
ら
れ
た
場
合
、
願
い
出
た
者
は
再

広
島
女
学
院
大
学
論
集
　
第
六
十
四
集
　
一－

二
八
　
二
〇
一
七
年
二
月
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び
、
時
章
を
通
じ
て
御
礼
に
参
上
も
す
る
。

　
こ
こ
で
は
、
そ
う
し
た
な
か
か
ら
、
絵
師
に
焦
点
を
合
わ
せ
検
討
す
る

こ
と
に
す
る
。
ま
ず
第
一
章
で
は
、
本
史
料
の
性
格
を
明
ら
か
に
す
る
た

め
、
ま
ず
は
時
章
を
中
心
に
公
卿
平
松
家
と
、
史
料
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、

そ
の
内
容
を
も
と
に
検
討
す
る
。
つ
ぎ
に
第
二
章
「
記
録
に
現
わ
れ
る
宮

廷
絵
師
た
ち
」
で
は
、
絵
師
に
焦
点
を
合
わ
せ
、
そ
の
用
向
き
か
ら
、
１

絵
の
御
用
、
２
叙
任
、
３
届
、
に
分
類
し
て
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
最

後
に
第
三
章
「
御
遺
物
に
つ
い
て
」
で
は
、
本
史
料
な
ら
で
は
の
記
事
と

し
て
、
時
章
が
関
わ
っ
た
後
桜
町
院
崩
御
に
伴
う
、
仙
洞
御
所
の
御
遺
物

の
下
賜
・
配
分
に
つ
い
て
見
て
お
く
。
第
二
章
ま
で
は
ほ
ぼ
、
時
章
と
同

時
代
の
絵
師
の
動
向
だ
が
、
御
遺
物
の
場
合
、
後
桜
町
院
在
世
中
の
ゆ
か

り
の
品
で
あ
り
、
必
ず
し
も
同
時
代
の
も
の
と
は
限
ら
な
い
が
、
今
日
で

も
皇
室
ゆ
か
り
の
寺
院
な
ど
で
し
ば
し
ば
「
〇
〇
天
皇
御
下
賜
」
と
い
っ

た
寺
伝
の
由
緒
が
書
か
れ
て
い
た
り
す
る
、
そ
の
具
体
相
を
見
て
お
く
こ

と
に
す
る
。一

、
平
松
家
と
同
家
伝
来
の
記
録
類
に
つ
い
て

　
平
松
家
の
祖
は
時
章
か
ら
遡
る
こ
と
六
代
、
江
戸
時
代
初
期
の
平
松
時

庸
（
一
五
九
九
～
一
六
五
四
）
で
あ
る
。『
公
卿
人
名
大
事 

に
よ
れ
ば
、

桓
武
平
氏
の
西
洞
院
時
慶
（
一
五
五
二
～
一
六
三
九
）
の
二
男
で
、
分
家

し
て
平
松
を
称
し
た
。
な
お
、
時
庸
に
は
西
洞
院
家
を
継
い
だ
兄
以
外
に

（
２
）
典
』

弟
が
二
人
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
長
谷
・
交
野
家
を
興
し
た
。

　
時
庸
は
従
二
位
（
薨
去
の
日
に
権
中
納
言
推 

ま
で
の
ぼ
り
、
そ
の

子
時
量
（
一
六
二
七
～
一
七
〇
四
）
も
正
二
位
権
中
納
言
、
新
院
伝 

そ
の
子
従
二
位
権
中
納
言
時
方
（
一
六
五
一
～
一
七
一
〇
）
と
続
く
。
時

方
の
弟
行
豊
は 
石  
井 
家
を
興
し
、
末
弟
時
香
は
大
叔
父
に
あ
た
る
大
膳
大

い
わ
 い

夫
交
野
時
貞
の
養
子
と
な
っ
た
。
な
お
、
石
井
行
豊
が
新
し
く
一
家
を
立

て
得
た
の
は
、
平
松
家
出
身
で
東
福
門
院
付
き
の
女
官
と
な
り
、
石
井
局

と
称
し
た
行
子
の
お
か
げ
と
い
う
。『
公
卿
人
名
大
事
典
』
の
石
井
家
の
項

に
は
「
権
中
納
言
時
量
の
娘
行
子
が
東
福
門
院
（
第
百
八
代
後
水
尾
天
皇

の
皇
后
）
の
女
臈
と
な
り
、
石
井
局
と
号
し
た
。
こ
の
石
井
を
院
宣
に
て

弟
の
行
豊
が
氏
姓
と
し
一
家
を
創
立
し
た
」
と
あ 

一
方
、『
京
都
市
姓

氏
歴
史
人
物
大
辞 

の
「
石
井
　
い
し
い
・
い
わ
い
」
の
項
を
見
る
と
、

そ
の
二
番
目
に
同
家
が
あ
り
、

家
号
は
西
洞
院
時
慶
の
娘
行
子
が
東
福
門
院
の
上
臈
と
し
て
石
井
局

を
称
し
て
い
た
が
、
一
六
五
四
（
承
応
三
）
年
一
家
を
た
つ
べ
き
院

宣
が
下
さ
れ
、
甥
の
行
豊
を
養
子
と
し
た
。
の
ち
行
豊
が
一
六
六
六

（
寛
文
六
）
年
に
石
井
を
姓
と
し
た
と
い
う
。

と
あ
り
、
行
子
を
二
代
遡
っ
て
平
松
家
初
代
の
時
庸
の
き
ょ
う
だ
い
、
時

量
の
お
ば
と
す
る
の
で
、「
甥
」
は
言
う
と
す
れ
ば
「
又
甥
」
か
。
確
か
に
、

時
量
の
娘
で
は
年
代
的
に
合
わ
な
い
よ
う
に
思
う
。
院
宣
が
下
さ
れ
た
と

い
う
承
応
三
年
、
時
量
は
前
年
に
従
四
位
下
に
叙
さ
れ
た
ば
か
り
で
、
従

三
位
に
叙
さ
れ
て
公
卿
に
列
す
る
の
は
三
年
後
の
こ
と
で
あ 

『
公
卿
補

（
３
）
任
）

（
４
）
奏
、

（
５
）
る
。

（
６
）
典
』

（
７
）
る
。

福田　道宏（　　）2 １０３



任
』
で
行
豊
が
初
登
場
の
元
禄
元
年
（
一
六
八
八
）
の
従
三
位
以
前
の
経

歴
を
み
て
も
、
そ
う
し
た
経
緯
は
記
さ
れ
ず
、
委
細
は
明
ら
か
に
し
が
た

 

た
だ
し
、
後
年
の
平
松
家
の
基
盤
は
、
こ
う
し
た
縁
故
も
一
因
な
の

か
も
し
れ
な
い
。

　
さ
て
、
時
方
の
子
が
非
参
議
時
春
（
一
六
九
三
～
一
七
五
四
）、
時
春
の

子
が
権
中
納
言
時
行
（
一
七
一
四
～
八
六
）
と
続
き
、
時
行
の
子
が
時
章

で
あ
る
。
本
稿
で
扱
う
『
御
用
帳
』・『
御
用
帳
雑
記
』・『
職
事
方
御
剪
紙

留
』・『
諸
届
書
并
願
書
類
留
』・『
議
奏
御
役
中
雑
記
』
は
時
章
の
代
に
あ

た
る
た
め
、
少
し
詳
し
く
み
て
お
く
。『
公
卿
人
名
大
事
典
』
の
時
章
の

 

は
、

　
江
戸
時
代
の
人
、
権
大
納
言
。
宝
暦
四
（
一
七
五
四
）
年
七
月
一

一
日
生
～
文
政
一
一
（
一
八
二
八
）
年
九
月
一
九
日
没
。
七
五
才
。

　
権
中
納
言
平
松
時
行
の
次
男
。
兄
に
時
升
（
従
四
位
下
・
侍
従
・

少
納
言
、
宝
暦
七
，
一
〇
，
二
四
没
、
一
八
才
）、
弟
に
長
谷
時
息
・

万
里
小
路
文
房
が
い
る
。
宝
暦
八
（
一
七
五
八
）
年
叙
爵
。
同
一
一

年
元
服
し
て
甲
斐
権
介
に
任
ぜ
ら
れ
る
。
同
一
二
年
従
五
位
上
に
進

み
、
同
一
三
年
甲
斐
権
守
に
任
ぜ
ら
れ
る
。
明
和
元
（
一
七
六
四
）

年
少
納
言
・
侍
従
に
任
ぜ
ら
れ
る
。
同
三
年
正
五
位
下
、
同
七
年
従

四
位
下
、
安
永
三
（
一
七
七
四
）
年
従
四
位
上
に
進
み
、
同
四
年
弾

正
大
弼
、
同
五
年
右
兵
衛
権
佐
に
任
ぜ
ら
れ
る
。
同
七
年
正
四
位
下
、

天
明
二
（
一
七
八
二
）
年
従
三
位
、
同
八
年
正
三
位
に
進
み
、
寛
政

八
（
一
七
九
六
）
年
右
兵
衛
督
に
任
ぜ
ら
れ
、
更
に
同
一
〇
年
参
議

（
８
）
い
。

（
９
）
項
に

に
任
ぜ
ら
れ
る
。
同
一
二
年
踏
歌
外
弁
と
な
り
、
更
に
享
和
二
（
一

八
〇
二
）
年
権
大
納
言
に
任
ぜ
ら
れ
る
。
文
化
元
（
一
八
〇
四
）
年

に
辞
す
。
同
四
年
正
二
位
に
進
み
、
更
に
同
一
〇
年
権
中
納
言
に
任

ぜ
ら
れ
る
も
辞
す
。
子
に
時
亨
（
従
五
位
上
・
侍
従
・
少
納
言
、
寛

政
六
，
一
二
，
七
没
。
一
四
才
）・
時
門
が
い
る
。

と
あ
る
（
引
用
中
算
用
数
字
を
漢
数
字
に
改
め
た
）。
一
見
し
て
明
ら
か
な

よ
う
に
任
権
中
納
言
と
任
権
大
納
言
を
逆
に
す
る
の
は
誤
植
だ
ろ
う
。
平

松
家
で
は
初
め
て
、
そ
し
て
こ
の
後
も
含
め
歴
代
で
唯
一
、
権
大
納
言
ま

で
の
ぼ
っ
た
人
物
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
あ
ら
わ
れ
な
い
が
、
時
章
は
議
奏

な
ど
の
要
職
を
務
め
、
そ
の
職
務
に
か
か
わ
る
記
録
が
「
平
松
文
庫
」
に

は
多
数
含
ま
れ
て
い
る
。
本
稿
で
扱
う
の
も
そ
の
一
部
で
あ
る
。

　
で
は
、
俎
上
に
載
せ
る
記
録
類
を
も
う
少
し
詳
し
く
見
て
お
く
。
ま
ず
、

『
御
用
帳
』
は
一
冊
で
七
十
丁
。
表
紙
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
平
松
家

寛
政
十
二
庚
申
年

御
用
帳

十
一
月
十
五
日
御
役
付

と
あ
る
。
冒
頭
に
は
、

寛
政
十
二
庚
申
年

　
　
十
一
月
十
五
日

一
、
御
参
　
院
、
申
刻

今
日
　
院
伝
奏
御
役
被
為
蒙
　
仰
候
ニ
付
、
為
御
礼
御
参
、
左
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之
通
、

禁
裏
御
所
・
中
宮
御
所
・
鷹
司
関
白
様

二
条
左
府
様
当
時
院
執
事
・
勧
修
寺
様
武
家
伝
奏

千
種
様
武
家
伝
奏
・
梅
小
路
様
院
伝
奏
御
同
役

但
議
奏
方
・
評
定
方
江
者
不
及
御
行
向
御
近
例
也
、

と
い
う
。
こ
の
日
、
院
参
し
た
時
章
は
院
伝
奏
を
仰
せ
付
け
ら
れ
た
。

　
国
立
公
文
書
館
所
蔵
が
所
蔵
す
る
、
外
記
方
地
下
官
人
を
統
括
し
た
大

外
記
押
小
路
家
歴
代
の
日
記
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
年
初
の
冊
の
冒
頭
に
、

天
皇
は
じ
め
関
白
や
議
奏
、
武
家
伝
奏
な
ど
、
文
書
発
給
に
お
け
る
実
務

を
遂
行
す
る
上
で
関
わ
り
の
深
い
朝
廷
の
人
員
を
一
覧
に
し
て
あ
る
冊
が

あ
る
。
た
と
え
ば
、
こ
の
直
前
、
寛
政
十
年
、
押
小
路
師
資
の
日
記
『
大

外
記
師
資 

を
見
る
と
、

上
皇
御
諱

兼
仁 
 

 

天
齢
二
十
八
　
御
徳
丑
未

仙
洞
 
 桜
町
院
皇
女
 
御
歳
五
十
九
　
同
　
辰
戌

中
宮
 
 後
桃
園
院
皇
女
 同
　
二
十
　
　
同
　
丑
未

鷹
司
関
白
政
熈
公

議
　
奏

今
出
川
亜
相
実
種
卿
 広
橋
前
亜
相
伊
光
卿

鷲
尾
前
亜
相
隆
建
卿
 甘
露
寺
前
亜
相
篤
長
卿

六
条
前
黄
門
有
庸
卿

伝
　
奏
武
家
兼
帯

（
　
）
１０記
』

ト
モ

智
子

ヨ
シ

欣
子

勧
修
寺
前
亜
相
経
逸
卿

千
種
前
黄
門
有
政
卿

院
伝
　
奏

梅
小
路
黄
門
定
福
卿

西
洞
院
左
兵
衛
督
信
庸
卿

両
貫
首

中
山
頭
右
中
将
忠
頼
朝
臣

柳
原
頭
左
中
弁
均
光
朝
臣

と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。
こ
こ
で
い
う
「
上
皇
」
は
い
わ
ゆ
る
上
皇
で
は

な
く
、
今
上
を
指
し
、
光
格
天
皇
で
あ
り
、
師
資
の
子
師
武
は
「
主
上
」

な
ど
と
記 

年
に
よ
っ
て
、
こ
こ
に
「
五
位
職
事
」・「
蔵
人
」
や
「
評

定
」
と
い
っ
た
役
も
載
る
こ
と
が
あ
り
、
ま
た
、
院
伝
奏
の
記
載
が
な
い

年
も
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
仙
洞
が
不
在
で
あ
れ
ば
院
伝
奏
は
な
い
。

　
当
該
期
で
押
小
路
師
資
・
師
武
・
師 

日
記
を
も
と
に
時
章
を
追
っ

て
み
る
と
、
寛
政
十
二
年
の
『
大
外
記
師
武
記
』
で
は
院
伝
奏
に
前
任
の

西
洞
院
信
庸
の
名
が
あ
り
、
翌
年
「
平
松
宰
相
時
章
卿
」
に
替
わ
る
。
享

和
二
年
（
一
八
〇
二
）
は
そ
も
そ
も
こ
う
し
た
記
載
が
な
く
、
享
和
三
年

は
記
載
は
あ
る
が
院
伝
奏
が
載
ら
な
い
。
享
和
四
年
（
一
八
〇
四
、
文
化

元
年
）
以
降
、『
大
外
記
師
武
記
』・『
大
外
記
師
贇
記
』
で
記
載
の
な
い
文

化
五
年
を
除
き
、
同
九
年
ま
で
「
前
黄
門
」、
も
し
く
は
「
前
権
中
納
言
」

と
し
て
院
伝
奏
に
時
章
の
名
が
あ
る
。
そ
の
後
、
文
化
十
・
十
二
年
と
文

政
以
降
は
そ
も
そ
も
記
さ
れ
ず
、
文
化
十
三
・
十
四
年
に
は
議
奏
と
し
て

（
　
）
１１す
。

（
　
）
１２贇
の
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「
前
亜
相
」「
前
大
納
言
」
と
し
て
時
章
が
挙
が
る
。
な
お
、
時
章
の
父
時

行
も
議
奏
を
勤
め
た
の
ち
明
和
八
年
（
一
七
七
一
）
か
ら
安
永
三
年
（
一

七
七
四
）
ま
で
院
伝
奏
と
し
て
載
っ
て
い 

ほ
か
の
役
も
見
て
み
る
と
、

朝
廷
中
枢
の
こ
う
し
た
役
は
、
概
ね
決
ま
っ
た
家
で
父
子
代
々
受
け
継
が

れ
る
こ
と
が
多
い
。

　
さ
て
、
本
題
の
『
御
用
帳
』
だ
が
、
本
人
が
記
す
通
常
の
日
記
で
は
な

い
。
そ
れ
は
さ
き
に
引
用
し
た
冒
頭
部
分
で
平
松
時
章
が
仙
洞
御
所
に
出

仕
す
る
こ
と
を
「
御
参
　
院
」
と
記
し
、
ほ
か
の
箇
所
で
も
時
章
に
敬
語

を
用
い
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
筆
跡
は
た
び
た
び
変
わ
る
。

つ
ま
り
、
平
松
家
の
雑
掌
な
ど
家
来
が
交
替
で
書
き
留
め
た
公
用
記
録
で
、

こ
の
あ
と
触
れ
る
『
御
用
帳
雑
記
』・『
職
事
方
御
剪
紙
留
』・『
諸
届
書
并

願
書
類
留
』・『
議
奏
御
役
中
雑
記
』
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
既
述
の

よ
う
に
、
朝
廷
中
枢
の
役
に
就
く
家
筋
は
比
較
的
固
定
し
て
お
り
、
時
章

の
代
の
職
務
を
記
し
て
お
く
こ
と
は
直
接
的
に
子
孫
の
参
考
と
な
る
と
期

待
さ
れ
、
家
に
と
っ
て
重
要
で
あ
り
、
主
従
協
働
の
も
と
膨
大
な
記
録
が

残
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。

　
内
容
と
し
て
は
、
日
記
の
よ
う
に
日
を
追
っ
て
、
一
つ
書
き
で
、
参

院
・
退
出
の
時
刻
や
、
そ
の
日
の
来
訪
者
・
来
翰
と
用
向
き
、
そ
の
対
応

な
ど
を
記
し
、
朝
廷
内
外
の
公
卿
・
地
下
官
人
・
非
蔵
人
、
所
司
代
や
京

都
町
奉
行
、
禁
裏
附
、
門
跡
、
各
地
の
大
名
、
寺
社
な
ど
か
ら
仙
洞
御
所

（
後
桜
町
院
）
へ
の
時
節
の
伺
い
、
届
や
御
礼
、
さ
ま
ざ
ま
な
触
れ
の
順
達

な
ど
に
つ
い
て
書
き
留
め
ら
れ
る
。

（
　
）
１３る
。

　
な
お
、
本
冊
は
年
末
ま
で
期
間
が
短
く
、
十
二
月
二
十
八
日
ま
で
記
し

た
あ
と
、
二
十
九
丁
表
に
「
職
事
方
御
剪
紙
留
」、
四
十
八
丁
表
に
「
諸
届

并
願
書
類
留
」、
六
十
三
丁
表
に
「
仮
服
并
混
穢
届
留
」、
六
十
七
丁
表
に

「
御
廻
文
并
触
留
」
と
一
行
で
大
書
し
て
表
紙
と
し
、
裏
は
白
紙
と
し
次
の

丁
か
ら
前
半
の
書
式
と
は
異
な
っ
た
、
文
書
の
写
し
が
合
綴
さ
れ
、
収
め

ら
れ
て
い
る
。
一
冊
の
中
に
或
る
意
味
で
、
日
を
追
っ
た
日
次
記
の
部
分

と
、
そ
こ
に
現
わ
れ
た
、
時
章
の
手
を
経
た
文
書
な
ど
を
写
し
た
部
分
と

に
分
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
こ
の
後
半
の
写
し
の
部

分
は
の
ち
に
、
独
立
し
て
別
冊
と
な
る
が
、
本
冊
前
半
と
後
半
は
補
完
し

合
う
。
た
と
え
ば
、
前
半
の
十
一
月
二
十
九
日
条
に
は
、

一
、
梅
小
路
様
ゟ
　
　
　
　
御
使

右
者
伝
奏
方
雑
掌
中
ゟ
之
触
書
御
順
達
、
御
触
書
留
帳
ニ
写
、

十
二
月
七
日
条
に
は
、

一
、
梅
小
路
様
ゟ
　
　
　
　
御
使

右
者
御
廻
文
御
順
達
、
則
御
触
帳
ニ
写
留
、
千
種
様
へ
御
返
却
、

と
あ
り
、
後
半
の
「
御
廻
文
并
触
留
」
に
そ
れ
ら
が
載
る
。

　「
御
廻
文
并
触
留
」
冒
頭
は
、
幕
府
か
ら
十
一
月
付
で
達
せ
ら
れ
た
二
朱

判
（
銀
貨
）
通
用
に
関
す
る
触
れ
に
、
伝
奏
雑
掌
か
ら
十
一
月
二
十
八
日

付
の
口
上
覚
が
つ
い
た
も
の
で
あ
る
。
宛
所
は
梅
小
路
前
中
納
言
・
平
松

宰
相
の
「
御
家
来
中
」
で
、
末
尾
に
「
追
而
御
廻
覧
後
、
千
種
家
へ
御
返
シ

可
被
成
候
、
以
上
」
と
あ
る
。
梅
小
路
定
福
は
院
伝
奏
の
同
役
、
千
種
有

政
は
武
家
伝
奏
で
あ
る
。
続
い
て
十
二
月
七
日
付
で
有
政
・
経
逸
（
勧
修
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寺
）
両
名
か
ら
梅
小
路
前
中
納
言
・
平
松
右
衛
門
督
宛
に
出
さ
れ
た
口
状

が
写
さ
れ
る
。
来
る
九
日
か
ら
十
日
の
「
和
歌
て
に
を
は
」
伝
授
、
十
四

日
か
ら
十
七
日
ま
で
内
侍
所
臨
時
神
楽
の
二
度
の
神
事
中
、
宮
中
へ
の
僧

尼
の
参
入
に
つ
い
て
、
院
祗
候
の
者
へ
の
伝
達
を
指
示
す
る
。

　
つ
ぎ
に
『
御
用
帳
雑
記
』
と
『
職
事
方
御
剪
紙
留
』・『
諸
届
書
并
願
書

類
留
』
だ
が
、
い
ず
れ
も
『
御
用
帳
』
の
翌
年
、
寛
政
十
三
年
（
享
和
元

年
）
か
ら
始
ま
る
。
そ
れ
ぞ
れ
第
一
冊
の
表
紙
を
掲
げ
る
と
、『
御
用
帳
雑

記
』
は
、

寛
政
 

御
用
帳
雑
記

従
正
月
　

至
十
二
月

 

 
平
松
家

と
あ
り
、
題
名
に
「
雑
記
」
が
加
わ
る
の
み
で
、
基
本
的
に
は
『
御
用
帳
』

前
半
を
踏
襲
し
て
い
る
。
以
後
、
同
題
で
三
十
冊
が
京
都
大
学
附
属
図
書

館
に
伝
わ
る
。
当
初
一
年
一
冊
だ
っ
た
が
、
の
ち
に
一
年
が
「
春
夏
」・

「
秋
冬
」
の
二
分
冊
に
な
る
。『
職
事
方
御
剪
紙
留
』
第
一
冊
表
紙
は
、

寛
政
 

職
事
方
御
剪
紙
留

　
　
　
　
　
平
松
家

『
諸
届
書
并
願
書
類
留
』
第
一
冊
表
紙
は
、

寛
政
 

諸
届
書
并
願
書
類
留

十
三
辛
酉
年

二
月
、
享
和
ト
改
元

十
三
辛
酉
年

二
月
、
享
和
ト
改
元

十
三
辛
酉
年

二
月
、
享
和
ト
改
元

　
　
　
　
　
平
松
家

で
あ
り
、
内
容
は
さ
き
の
『
御
用
帳
』
後
半
、
文
書
類
の
写
し
の
部
分
が

独
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
以
後
、
ど
ち
ら
も
十
七
冊
が
伝
わ
る
。
対
応
関

係
は
つ
ぎ
の
『
議
奏
御
役
中
雑
記
』
と
併
せ
、
本
稿
末
の
表
１
の
と
お
り
。

表
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、『
御
用
帳
雑
記
』・『
職
事
方
御
剪
紙
留
』・『
諸

届
書
并
願
書
類
留
』
に
は
中
断
が
あ
り
、『
御
用
帳
雑
記
』
第
二
十
二
冊
が

文
化
十
一
年
七
月
で
い
っ
た
ん
終
わ
り
、
同
十
四
年
二
月
の
第
二
十
三
冊

か
ら
再
開
し
て
文
政
三
年
の
第
三
十
冊
ま
で
続
く
。
後
二
者
は
第
十
三
冊

と
第
十
四
冊
の
間
に
中
断
が
あ
る
。

　
中
断
の
理
由
は
明
白
で
あ
る
。
先
述
の
と
お
り
、
記
録
は
時
章
の
院
伝

奏
仰
せ
付
け
に
始
ま
る
が
、
そ
の
、
後
桜
町
院
が
崩
御
し
て
院
伝
奏
を
免

ぜ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。『
御
用
帳
雑
記
』
を
見
る
と
第
二
十
一
冊
、
閏
十

一
月
二
日
巳
刻
に
院
参
、
亥
半
刻
に
退
出
し
た
が
、
す
ぐ
ま
た
評
定
方
か

ら
「
御
異
例
御
勝
不
被
遊
」
か
ら
「
只
今
」
参
仕
す
る
よ
う
言
わ
れ
て
子

刻
に
院
参
、
そ
の
晩
退
出
は
せ
ず
、
翌
三
日
条
に
、

一
、
仙
洞
御
所

今
暁
亥
刻
崩
　
御
之
旨
御
披
露
被

仰
出
候
也
、

と
あ
る
。
同
日
晩
も
退
出
で
き
ず
、
四
日
子
刻
に
な
っ
て
退
出
し
た
。

　
以
後
、「
後
院
」・「
旧
院
」
と
よ
ば
れ
る
主
不
在
の
仙
洞
御
所
で
、「
御

遺
物
」
を
朝
廷
内
外
に
贈
る
な
ど
、
残
務
処
理
に
あ
た
る
こ
と
に
な
る
。

そ
し
て
、
第
二
十
二
冊
、
同
十
一
年
五
月
十
五
日
条
に
は
、
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一
、
御
参
　
内
午
刻
、
御
退
出
申
刻
也
、

右
者
今
日
被
為
　
召
候
ニ
付
御
参

内
被
遊
候
処
、
御
両
役
御
列
座
ニ
而
議
　
奏
豊
岡
大
蔵
卿
様
左
之

通
被
　
仰
渡
、

長
々
御
勤
役
御
出
精
之
段
、

御
満
足
　
思
召
候
、
今
日
御
勤
役
被
免
、

夫
ゟ
御
場
所
替
り
如
前
御
列
座
ニ
而
左
之
通
被
仰
渡
、

近
習
小
番
御
免
之
列
ニ
被
加
之
由
、

右
ニ
付
御
礼
被
　
仰
上
、

御
対
面
被
為
有
候
、［
以
下
略
］

と
院
伝
奏
を
免
ぜ
ら
れ
、
併
せ
て
「
近
習
小
番
」、
つ
ま
り
宿
直
も
含
む
禁

裏
小
番
を
免
除
さ
れ
る
と
仰
せ
渡
さ
れ
た
。
こ
の
日
、
旧
院
御
所
の
口
向

役
人
も
退
散
、
翌
日
に
薙
髪
出
家
し
た
女
官
た
ち
の
名
も
六
月
七
日
条
に

見
え
る
。
た
だ
し
、
残
務
は
ま
だ
あ
っ
た
よ
う
で
飛
び
飛
び
に
七
月
二
十

三
日
ま
で
御
残
道
具
の
整
理
な
ど
の
記
事
が
あ
る
。

　
つ
ぎ
に
『
御
用
帳
雑
記
』
の
再
開
だ
が
、
第
二
十
三
冊
の
冒
頭
は
、

文
化
十
四
丑
年

　
　
二
月
四
日

一
、
御
参
　
内
午
刻
、
御
退
出
酉
刻
、

右
者
今
日
御
両
役
様
方
御
参
集
ニ
付
御
参

内
之
処
、
今
度
　
御
譲
位
後
、

院
伝
　
奏
御
内
意
被
為
蒙
　
仰
候
也
、

右
ニ
付
御
退
出
懸
、
御
礼
御
廻
勤
左
之
通
、［
以
下
略
］

と
あ
り
、
時
章
は
再
び
院
伝
奏
を
仰
せ
付
け
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
こ
の
と

し
三
月
、
光
格
天
皇
が
東
宮
恵
仁
親
王
（
仁
孝
天
皇
）
に
譲
位
し
、
光
格

院
が
仙
洞
御
所
に
移
徙
す
る
た
め
で
あ
る
。
三
月
二
十
二
日
条
に
は
、

　
　
 

　
　
従
今
日
月
番

一
、
御
参
　
内
丑
刻
、
御
供
熨
斗
目
麻
上
下
、

夫
ゟ
　
院
御
所
為
御
出
向
寅
刻
迄
御
参

院
、
寅
刻
前
御
退
出
也
、

と
初
め
て
の
参
仕
を
記
す
。
そ
の
後
、
文
政
三
年
ま
で
院
伝
奏
を
勤
め
た
。

第
三
十
冊
の
末
尾
、
十
二
月
二
十
三
日
条
に
は
、

一
、
御
参
　
院
巳
刻
也
、
御
退
出
未
刻
也
、

右
者
被
為
　
召
、
御
参
　
院
之
処
、
院
伝
奏
御
役
御
辞
退
之
段
、

是
迄
毎
々
被
　
召
留
、
御
残
念
被
　
思
召
候
得
共
、
及
篭
年
候

儀
、
今
度
者
被
　
聞
食
、
御
免
被
　
仰
出
候
、
猶
此
後
茂
折
々

御
機
嫌
御
伺
参
可
被
為
有
旨
、
関
白
様
被
　
仰
渡
候
ニ
付
、
御

礼
被
仰
上
、
御
退
之
処
、
御
役
所
前
御
廊
下
ニ
お
ゐ
て
御
同
役

日
野
大
納
言
様
被
　
仰
渡
候
者
、
永
々
御
勤
労
有
之
候
付
、
御

役
料
年
々
是
迄
之
通
被
下
候
旨
被
　
仰
渡
、
御
一
紙
御
渡
被
成

候
、
左
之
通
、

院
伝
奏
平
松
前
大
納
言
、
先
院
中
御
役
久
々
勤
仕
、
其
後
、

御
在
位
中
議
奏
御
役
勤
仕
、

御
譲
位
之
節
、
被
召
連
院
伝
奏
御
役
勤
仕
、
久
々
無
懈
怠
、

　
廿
二
日

今
日
就
　
御
譲
位
御
受
禅
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出
精
勤
仕
之
処
、
及
老
年
候
故
、
因
願
御
役
被
　
免
候
、

因
有
勤
労
為

御
褒
賞
以
厚

思
召
、
是
迄
之
通
、
三
拾
石
自

此
御
所
御
蔵
、
年
々
被
下
候
旨
被

仰
出
候
事
、

右
之
通
被
仰
渡
、
非
常
御
前
被
　
免
候
旨
、
是
亦
被
仰
渡
、
其

後
、　
御
対
面
被
為
在
、
於

御
前
黄
色
紗
御
召
御
小
直
衣
壱
領
御
拝
領
被
為
蒙
 □
□
□
 候
、

［
　
虫
　
損
　
］

右
ニ
付
夫
々
御
礼
被
仰
上
、
其
後
御
退
出
、
被
改
御
衣
冠
為
御

礼
御
廻
勤
左
之
通
、［
以
下
略
］

と
あ
る
。
光
格
院
の
信
任
が
い
か
に
厚
か
っ
た
か
が
わ
か
る
。
申
刻
に
御

礼
に
参
上
し
た
禁
裏
御
所
で
は
当
番
議
奏
甘
露
寺
国
長
か
ら
、
文
化
十
一

年
と
同
様
、
近
習
小
番
御
免
の
列
に
加
え
ら
れ
る
旨
、
仰
せ
渡
さ
れ
、
諸

方
を
回
っ
て
帰
殿
し
た
の
は
亥
半
刻
で
あ
っ
た
。

　
つ
ぎ
に
『
議
奏
御
役
中
雑
記
』
に
つ
い
て
簡
潔
に
触
れ
て
お
く
。
四
冊

が
伝
わ
る
。
す
で
に
見
た
よ
う
に
、
時
章
は
後
桜
町
院
崩
御
後
、
院
伝
奏

は
免
ぜ
ら
れ
た
が
、
議
奏
と
な
り
、
光
格
天
皇
の
退
位
で
再
び
院
伝
奏
に

な
っ
た
。
つ
ま
り
、
院
伝
奏
在
任
中
の
『
御
用
帳
雑
記
』
な
ど
の
中
断
期

間
と
ほ
ぼ
重
な
っ
て
、
題
名
か
ら
も
一
目
わ
か
る
と
お
り
議
奏
在
任
中
の

『
議
奏
御
役
中
雑
記
』
が
記
さ
れ
、
お
か
げ
で
二
十
年
余
り
に
及
ぶ
長
期
の

記
録
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
も
第
一
冊
の
表
紙
に
は
、

文
化
十
一
甲
戌
年

議
奏
御
役
中
雑
記

従
六
月
　

至
十
二
月

 

 
平
松
家

と
あ
る
。
冒
頭
は
六
月
十
日
の
記
事
で
、
前
日
、
武
家
伝
奏
六
条
・
山
科

両
名
か
ら
の
御
文
で
、
こ
の
日
午
刻
参
内
す
る
よ
う
に
言
わ
れ
て
参
内
し

た
と
こ
ろ
、
議
奏
に
任
じ
ら
れ
て
、
御
礼
回
り
を
し
た
と
こ
ろ
か
ら
始
ま

る
。
終
わ
り
は
第
四
冊
、
同
十
四
年
三
月
十
六
日
条
の
末
尾
に
「
一
、
今

日
議
奏
小
番
御
免
被
　
仰
出
候
也
」
と
の
一
行
が
あ
る
が
、
ひ
と
月
半
前

に
は
、
院
伝
奏
に
な
る
こ
と
が
御
内
意
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
内
容

は
、
も
ち
ろ
ん
、
禁
裏
御
所
と
仙
洞
御
所
で
出
入
り
す
る
者
も
違
え
ば
、

用
向
き
も
異
な
る
が
、
こ
こ
で
は
ひ
と
ま
ず
措
く
。
一
見
し
て
明
ら
か
な

の
は
、
書
式
と
し
て
は
、『
御
用
帳
雑
記
』
を
踏
襲
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
さ
て
、
以
上
、
こ
こ
で
取
り
上
げ
る
記
録
類
は
、
朝
廷
の
中
枢
に
あ
っ

て
、
廷
内
の
出
来
事
に
つ
い
て
比
較
的
、
客
観
性
が
高
い
情
報
を
知
り
得

た
者
が
記
さ
せ
た
も
の
で
、
な
お
か
つ
即
時
性
が
あ
り
重
要
で
あ
る
。
ま

た
、
二
十
年
余
と
長
期
に
わ
た
っ
て
各
資
料
が
そ
れ
ぞ
れ
補
完
し
合
っ
て

お
り
、
併
せ
て
検
討
す
る
こ
と
で
、
廷
内
の
実
態
が
わ
か
る
と
い
う
意
味

で
も
貴
重
で
あ
る
。

　
な
お
、
平
松
家
に
伝
来
し
た
「
平
松
文
庫
」
が
ど
の
よ
う
で
経
緯
で
京

都
大
学
に
入
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
か
不
明
だ
が
、『
御
用
帳
』・『
職
事
方

御
剪
紙
留
』
な
ど
の
一
丁
目
に
「
京
都
帝
国
大
学
図
書
之
印
」
と
と
も
に

捺
さ
れ
た
ス
タ
ン
プ
に
「
大
正
３
．　
．
５
」
な
ど
と
あ
る
。「
平
松
文

１１
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庫
」
の
典
籍
類
な
ど
で
は
、
日
は
若
干
前
後
す
る
が
、
一
九
一
四
年
（
大

正
三
）
十
一
月
ま
で
は
同
じ
で
あ
る
。
日
に
ち
の
違
い
は
、
納
め
ら
れ
た

日
の
差
か
、
整
理
さ
れ
た
日
の
差
か
は
不
明
で
あ
る
。
購
入
か
寄
贈
か
は

わ
か
ら
な
い
が
、
こ
の
時
期
に
ま
と
め
て
収
蔵
し
た
の
だ
ろ
う
。
散
逸
し

な
か
っ
た
こ
と
は
非
常
に
幸
い
な
こ
と
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

二
、
記
録
に
現
わ
れ
る
宮
廷
絵
師
た
ち

　
前
章
で
見
た
よ
う
に
、『
御
用
帳
』・『
御
用
帳
雑
記
』・『
職
事
方
御
剪
紙

留
』・『
諸
届
書
并
願
書
類
留
』・『
議
奏
御
役
中
雑
記
』
は
、
平
松
時
章
の
、

①
院
伝
奏
在
任
中
（
寛
政
十
二
年
（
一
八
〇
〇
）
か
ら
文
化
十
一
年
（
一

八
一
四
）
ま
で
）、
②
議
奏
在
任
中
（
文
化
十
一
年
か
ら
同
十
四
年
ま
で
）、

③
院
伝
奏
再
任
中
（
文
化
十
四
年
か
ら
文
政
三
年
（
一
八
二
〇
）
ま
で
）

の
職
務
に
関
す
る
記
録
で
あ
る
。

　
本
章
で
は
そ
う
し
た
な
か
か
ら
、
絵
師
に
焦
点
を
合
わ
せ
、
そ
の
用
向

き
か
ら
、
１
絵
の
御
用
、
２
叙
任
、
３
届
、
に
分
類
し
て
見
て
い
く
こ
と

に
す
る
。
一
方
、
絵
師
に
限
っ
て
み
て
も
、
記
さ
れ
る
頻
度
が
最
も
高
い

の
は
、
時
候
・
行
事
の
あ
い
さ
つ
、
地
下
官
人
と
し
て
の
職
務
な
ど
で
あ

る
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
は
紙
数
の
都
合
も
あ
り
、
別
稿
に
譲
っ
て
、
絵
師

の
営
み
が
浮
か
び
上
が
る
、
さ
き
の
１
か
ら
３
を
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。

１
　
絵
の
御
用

　
当
然
な
が
ら
、
絵
師
を
絵
師
た
ら
し
め
て
い
る
の
は
絵
を
描
く
と
い
う

行
為
に
お
い
て
で
あ
る
。
宮
廷
で
の
絵
の
御
用
の
獲
得
は
、
絵
師
と
し
て

非
常
に
重
要
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
、
直
接
的
な
絵
の
御
用
は
、
こ
こ
で
扱

う
記
録
類
に
は
、
日
常
的
に
は
そ
う
多
く
登
場
し
な
い
。
ま
た
、
絵
の
御

用
を
仰
せ
付
け
ら
れ
た
こ
と
へ
の
御
礼
に
参
上
し
て
も
、
具
体
的
な
絵
の

仕
様
や
内
容
ま
で
は
職
務
の
範
囲
外
の
た
め
記
さ
れ
な
い
。
た
だ
し
、
い

つ
、
ど
の
よ
う
な
絵
師
が
御
用
を
獲
得
し
て
い
た
の
か
、
俯
瞰
的
に
そ
の

一
端
が
垣
間
見
え
る
と
い
う
意
味
で
は
興
味
深
い
。
ま
ず
は
、
絵
の
御
用

に
関
し
て
年
ご
と
に
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）

　
絵
の
御
用
で
最
も
早
く
現
わ
れ
る
の
は
『
御
用
帳
雑
記
』
第
一
冊
、
享

和
元
年
五
月
六
日
条
で
あ
る
。

一
、
参
上
 

原
在
明

　
　
右
者
一
昨
日
於
　
仙
洞
御
所
御
褒
美
頂
戴
御
礼
、

こ
の
日
、
原
在
明
が
一
昨
四
日
、
仙
洞
御
所
か
ら
御
褒
美
を
頂
戴
し
た
御

礼
に
参
上
し
た
。
在
明
は
原
在
中
の
次
男
だ
が
、
縫
殿
寮
史
生
伊
勢
家
の

養
子
と
な
っ
た
地
下
官
人
で
も
あ
り
、
当
時
正
七
位
下
若
狭
目
で
あ
っ
た
。

　
こ
こ
で
ひ
と
つ
問
題
と
な
る
の
が
、「
在
明
」
と
名
乗
る
点
で
あ
る
。
在

明
の
生
涯
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
別 

詳
述
し
た
の
で
、
必
要
な
限
り

で
簡
潔
に
述
べ
る
と
、『
地
下
家 

に
よ
れ
ば
、
在
明
の
初
名
は
「
近

（
　
）
１４稿
で

（
　
）
１５伝
』
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義
」
で
、
享
和
四
年
に
在
明
と
改
名
し
た
こ
と
が
載
り
、『
大
外
記
師
武

記
』
で
も
確
認
で
き
る
。
ま
た
、
寛
政
十
二
年
従
六
位
下
に
叙
さ
れ
る
が
、

そ
の
際
、『
大
外
記
師
武
記
』
に
は
「
原
若
狭
目
平
近
義
」
と
書
か
れ
て
お

り
、
す
で
に
伊
勢
を
原
と
改
め
て
は
い
る
が
、
宮
廷
で
の
名
は
在
明
で
な

く
近
義
で
あ 

　
可
能
性
と
し
て
考
え
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
御
褒
美
が
官
人
と
し
て
で
は

な
く
、
絵
師
と
し
て
の
在
明
に
与
え
ら
れ
た
の
で
、
絵
師
と
し
て
の
名
を

名
乗
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
当
該
箇
所
に
は
若
狭
目
・
縫
殿
寮

史
生
な
ど
の
官
職
が
記
さ
れ
な
い
こ
と
も
裏
付
け
と
な
る
。
た
だ
し
、
三

十
年
ほ
ど
遡
る
が
、
絵
師
山
本
守
礼
が
亀
岡
主
水
と
称
し
て
い
た
時
代
に
、

絵
の
御
用
を
仰
せ
付
け
ら
れ
て
、
兵
庫
寮
下
司
鉦
師
と
し
て
の
宮
廷
で
の

正
式
な
名
「
守
貞
」
で
は
な
く
、
絵
師
と
し
て
の
名
「
守
礼
」
で
落
款
し

た
こ
と
が
問
題
と
な
っ
た
例
も
あ 

ほ
か
の
絵
師
の
御
用
御
礼
が
な
い

こ
と
か
ら
、
単
発
の
小
規
模
な
御
用
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
が
、
弱
冠
二
十
四

歳
で
絵
師
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
特
記
さ
れ
て
よ
い
。

文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）

　
続
い
て
『
御
用
帳
雑
記
』
第
四
冊
、
八
月
一
日
・
六
日
条
に
、

［
一
日
］

一
、
参
上
 

吉
田
元
椿

　
　
右
者
　
仙
洞
御
所
御
巻
物
之
御
画
被
仰
付
候
御
礼
、

［
六
日
］ （

　
）
１６る
。

（
　
）
１７る
。

一
、
参
上
　
　
仙
洞
御
所
御
用
御
絵
 

吉
田
元
椿

　
　
　
　
　
　
無
滞
奉
調
進
候
旨
御
届

　
　
　
　
　
　
申
上
候
、

と
、
吉
田
元
椿
が
仙
洞
御
所
か
ら
「
巻
物
之
御
画
」
を
仰
せ
付
け
ら
れ
、

そ
の
御
礼
と
、
滞
り
な
く
調
進
出
来
た
と
の
届
け
が
記
録
さ
れ
る
。
吉
田

元
陳
の
子
孫
が
連
綿
と
宮
廷
絵
師
と
し
て
存
続
し
て
い
た
様
子
が
わ
か
る
。

文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）

　『
御
用
帳
雑
記
』
第
五
冊
、
八
月
十
日
条
に
は
、
仙
洞
御
所
の
能
舞
台
の

鏡
板
の
御
用
を
勝
山
琢
眼
が
仰
せ
付
け
ら
れ
て
、
御
礼
に
参
上
す
る
。

一
、
参
上
 

勝
山
琢
眼

　
　
右
者
　
仙
洞
御
所
御
内
々
之
御
能
舞
台
鏡
板
画
御
用
被

　
　
仰
付
御
礼
申
上
候
也
、

こ
れ
が
修
復
な
の
か
、
新
規
造
営
な
の
か
は
不
明
。
一
般
に
武
家
の
式
楽

と
い
う
認
識
が
根
強
い
能
だ
が
、
宮
廷
で
も
行
わ
れ
、『
御
用
帳
雑
記
』
に

も
能
楽
師
が
散
見
さ
れ
る
。

文
化
三
年
（
一
八
〇
六
）

　『
御
用
帳
雑
記
』
第
六
冊
、
二
月
二
日
条
に
は
、
ふ
た
た
び
元
椿
が
登
場

す
る
。

一
、
参
上
  

吉
田
元
椿

　
　
右
者
従
　
仙
洞
御
所
御
扇
面
御
用
被
仰
付
御
礼
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申
上
候
也
、

仙
洞
御
所
か
ら
扇
面
の
絵
を
仰
せ
付
け
ら
れ
た
と
い
う
が
詳
細
は
不
明
。

翌
三
月
二
十
四
日
条
に
、
画
所
預
土
佐
家
に
つ
い
て
の
記
事
が
あ
る
。

一
、
参
上
 

土
佐
左
近
将
監
所
労
ニ
付
名
代

 

長
谷
白
映

右
者
今
般
御
月
扇
・
常
式
御
用
被
仰
付
并
、
先
規
之
通
拾
人
御
扶

持
方
等
も
被
下
置
、
冥
加
ニ
相
叶
難
有
仕
合
奉
存
候
、
右
御
礼

奉
申
上
候
、

一
、
参
上
 

土
佐
土
佐
守
所
労
ニ
付
名
代

 

恒
枝
金
吾

右
者
今
般
病
気
ニ
付
御
月
扇
・
常
式
御
用
并
拾
人
御
扶
持
方
等
も

以
後
、
左
近
将
監
江
先
規
之
通
被
下
置
候
様
願
之
通
被
仰
付
、

難
有
奉
存
候
、
右
御
礼
奉
申
上
候
、

左
近
将
監
・
土
佐
守
は
そ
れ
ぞ
れ
、
本
家
の
光
時
と
、
そ
の
叔
父
で
分
家

の
光
貞
で
あ
る
。
二
人
と
も
所
労
を
理
由
に
名
代
を
遣
わ
し
て
い
る
が
、

『
地
下
家 

に
よ
れ
ば
、
光
貞
は
六
十
九
歳
の
高
齢
で
、
こ
の
と
し
四
月

六
日
に
没
す
る
の
で
、
す
で
に
重
篤
だ
っ
た
も
の
か
。
内
容
は
、
こ
れ
ま

で
光
貞
が
勤
め
て
き
た
御
月
扇
・
常
式
御
用
と
十
人
扶
持
を
、
光
貞
の
病

気
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
光
時
に
下
し
置
か
れ
る
よ
う
願
い
出
て
、

認
め
ら
れ
た
こ
と
へ
の
御
礼
で
あ
る
。
名
代
の
長
谷
白
映
は
こ
の
あ
と
約

十
年
後
の
光
格
天
皇
か
ら
仁
孝
天
皇
へ
の
譲
位
に
と
も
な
う
御
用
で
登
場

す
る
福
知
白
暎
と
音
が
通
じ
る
が
、
同
一
人
か
わ
か
ら
な
い
。
恒
枝
金
吾

は
、
同
一
人
物
か
不
明
な
が
ら
、
寛
政
度
禁
裏
御
所
造
営
に
光
貞
門
人
と

（
　
）
１８伝
』

し
て
出
願
し
て
採
用
さ
れ
た
恒
枝
専
蔵
が
お
り
、
金
吾
は
『
京
の
絵
師
は

百
花
繚
乱
─『
平
安
人
物
志
』
に
み
る
江
戸
時
代
の
京
都
画
壇
─
』
に
恒
枝

元
章
と
し
て
載 

　
つ
い
で
に
触
れ
て
お
く
と
、
既
述
の
よ
う
に
光
貞
は
ほ
ど
な
く
没
し
、

四
月
七
日
条
に
は
、
光
時
と
、
土
佐
上
総
介
（
上
野
介
の
誤
り
。
光
禄
、

光
時
の
子
）・
備
後
介
（
光
孚
、
光
貞
の
子
）
か
ら
の
届
書
が
提
出
さ
れ
、

五
月
十
七
日
条
に
光
時
と
光
禄
、
二
十
七
日
条
に
光
孚
の
忌
明
届
が
現
わ

れ
る
。

文
化
四
年
（
一
八
〇
七
）

　
光
貞
亡
き
後
、
光
孚
は
分
家
を
相
続
し
て
、
土
佐
守
に
任
じ
ら
れ
る
。

『
御
用
帳
雑
記
』
第
九
冊
、
十
月
二
十
四
日
条
に
は
、

一
、
参
上
 

土
佐
土
佐
守

右
ハ
此
度
　
洞
中
御
用
被
仰
付
候
御
礼
申
上
候
也
、

と
あ
り
、
仙
洞
御
所
の
御
用
を
勤
め
る
よ
う
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

文
化
五
年
（
一
八
〇
八
）

　『
御
用
帳
雑
記
』
第
十
冊
に
は
仙
洞
御
所
の
殿
舎
の
障
壁
画
に
関
す
る
記

事
も
あ
る
。
ま
ず
、
二
月
十
三
日
条
に
、

一
、
参
上
　
醒
花
亭
御
襖
御
絵
被
 

鶴
沢
探
泉

　
　
　
仰
付
候
御
礼
、

と
あ
り
、
翌
十
四
日
条
に
は
、

（
　
）
１９る
。
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一
、
同［
参
上
］　
醒
花
亭
御
絵
被
仰
候
 

呉
月
渓

　
　
　
　
　
御
礼
、

と
鶴
沢
探
泉
と
と
も
に
、
四
条
派
の
祖
呉
春
が
醒
花
亭
の
絵
を
仰
せ
付
け

ら
れ
、
御
礼
に
参
上
し
て
い
る
。

文
化
六
年
（
一
八
〇
九
）

　『
御
用
帳
雑
記
』
第
十
二
冊
、
三
月
三
日
条
に
、

一
、
参
上
　
仙
洞
御
所
ゟ
御
扇
面
之
絵
被
 
円
山
主
水

　
　
　
仰
付
候
御
礼
、 

波
々
伯
部
右
京

と
、
円
山
応
挙
の
長
男
応
瑞
が
扇
面
の
絵
を
波
々
伯
部
右
京
と
と
も
に
仰

せ
付
け
ら
れ
て
い
る
。
右
京
は
寛
政
度
禁
裏
御
所
造
営
で
吉
田
元
陳
弟
子

と
し
て
出
願
し
た
が
採
用
は
さ
れ
な
か
っ
た
絵
師
で
あ
る
。

　
続
い
て
翌
々
四
日
、

一
、
参
上
　
仙
洞
御
所
御
扇
面
画
被
 

嶋
田
主
計
頭

　
　
　
仰
付
候
御
礼
、

と
あ
り
、「
嶋
田
田
主
計
頭
」、
つ
ま
り
島
田
元
直
が
同
じ
く
扇
面
を
仰
せ

付
け
ら
れ
る
。
平
松
家
の
記
録
で
は
必
ず
「
嶋
田
」
の
字
を
当
て
て
い
る

が
、
一
般
に
「
島
田
」
と
書
き
、『
地
下
家 

で
も
同
様
。
引
用
中
を
除

き
、
本
稿
で
も
「
島
田
」
と
表
記
す
る
。
応
挙
高
弟
と
言
わ
れ
、
代
々
、

仙
洞
御
所
の
院
庁
官
を
勤
め
る
古
い
家
で
、
平
松
家
の
記
録
で
は
絵
の
御

用
以
外
に
頻
出
す
る
。

　『
御
用
帳
雑
記
』
第
十
三
冊
で
は
、

（
　
）
２０伝
』

一
、
参
上
 

土
佐
左
近
将
監

右
者
御
絵
御
用
無
滞
調
進
候
御
礼
、
且
前
段
御
褒
美
拝
領
之
御

礼
申
上
候
也
、

と
十
月
十
八
日
条
に
光
時
が
絵
の
御
用
を
滞
り
な
く
勤
め
終
え
た
御
礼
と

御
褒
美
を
拝
領
し
た
こ
と
へ
の
御
礼
が
載
る
。
こ
の
直
後
、「
仙
洞
御
賀
」

恐
悦
の
あ
い
さ
つ
が
多
数
載
り
、
こ
の
と
し
後
桜
町
院
は
数
え
七
十
歳
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
も
一
連
の
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

文
化
七
年
（
一
八
一
〇
）

　
翌
年
は
絵
の
御
用
は
一
件
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
最
初
に
登
場
し
た
在

明
の
も
の
で
『
御
用
帳
雑
記
』
第
十
四
冊
、
一
月
二
十
五
日
条
に
、

一
、
同［
参
上
］ 

原
在
明

右
者
　
仙
洞
御
所
御
画
御
用
被
仰
付
候
御
礼
也
、

と
あ
る
。
ど
の
よ
う
な
御
用
か
は
こ
れ
も
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

文
化
十
年
（
一
八
一
三
）

　
文
化
八
年
・
九
年
に
は
、
見
た
と
こ
ろ
絵
の
御
用
は
現
わ
れ
な
い
。
十

年
に
な
っ
て
、
在
明
の
父
在
中
が
登
場
す
る
。『
御
用
帳
雑
記
』
第
二
十
冊
、

三
月
六
日
条
に
、

一
、
参
上
　
仙
洞
御
所
御
画
御
用
被
 

原
在
中

　
　
　
　
　
仰
付
候
御
礼
申
上
候
也
、

と
あ
り
、
こ
れ
も
具
体
的
な
内
容
は
不
明
。
こ
う
し
て
み
る
と
、
さ
き
に
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文
化
三
年
に
元
椿
が
、
同
六
年
に
応
瑞
・
右
京
・
元
直
が
扇
面
を
仰
せ
付

け
ら
れ
た
の
も
三
月
で
あ
り
、
恒
例
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
こ
の
と
し
後
桜
町
院
が
崩
御
し
、
仙
洞
御
所
は
主
不
在
の
「
旧
院
」
と

な
る
の
で
、
翌
十
一
年
に
か
け
て
『
御
用
帳
雑
記
』
に
も
当
然
の
こ
と
な

が
ら
絵
の
御
用
の
記
事
は
な
い
。
し
か
し
、
時
章
は
同
年
に
議
奏
と
な
る

の
で
、
今
度
は
光
格
天
皇
の
禁
裏
御
所
に
参
仕
す
る
こ
と
に
な
る
。
結
論

を
先
に
述
べ
る
と
『
議
奏
御
役
中
雑
記
』
に
は
絵
の
御
用
の
記
事
が
多
数

記
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
も
ち
ろ
ん
、
仙
洞
御
所
と
禁
裏
御
所
の
違
い
と
い

う
こ
と
も
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
以
上
に
、
絵
の
御
用
が
多
く
あ
っ
た
時
期
と

い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

文
化
十
一
年
（
一
八
一
四
）

　『
議
奏
御
役
中
雑
記
』
第
一
冊
は
す
で
に
見
た
よ
う
に
六
月
十
日
か
ら
書

き
始
め
ら
れ
る
が
、
そ
れ
か
ら
二
か
月
も
経
な
い
七
月
二
十
九
日
、
最
初

の
絵
の
御
用
の
記
事
が
あ
る
。
同
日
条
に
は
、

一
、
参
上
　
今
般
 

海
北
将
監

　
　
　
小
御
所
御
修
覆
ニ
付
御
絵
御
用

　
　
　
奉
蒙
　
仰
付
御
礼
申
上
候
也
、

と
あ
り
、
寛
政
度
造
営
の
小
御
所
の
修
復
だ
が
、
寛
政
度
に
は
海
北
斎
之

亮
が
小
御
所
東
廂
に
朝
賀
之
図
を
描
い
て
お
り
、
こ
れ
は
そ
の
絵
の
繕
い

だ
ろ
う
。
桃
山
時
代
を
代
表
す
る
絵
師
海
北
友
松
に
始
ま
る
海
北
家
も

代
々
連
綿
と
御
所
の
御
用
を
勤
め
た
家
で
あ
る
。

文
化
十
二
年
（
一
八
一
五
）

　
翌
年
に
も
海
北
将
監
の
記
事
が
あ
る
。『
議
奏
御
役
中
雑
記
』
第
二
冊
の

七
月
九
日
条
に
、

一
、
参
上
　
仙
洞
御
所
御
修
復
・
　
中
宮
御
所
 

海
北
将
監

　
　
　
御
造
 □
 ニ
付
、
六
条
様
へ
願
書
差
出

［
栄
カ
］

　
　
　
候
ニ
付
、
右
御
届
、
且
宜
御
沙
汰
之
儀

　
　
　
奉
願
候
旨
也
、

と
あ
り
、
仙
洞
御
所
の
修
復
と
中
宮
御
所
の
造
営
に
つ
い
て
、
願
書
を

「
六
条
様
」
に
提
出
し
た
の
で
宜
し
く
御
沙
汰
を
お
願
い
し
ま
す
、
と
い
う
。

「
六
条
様
」
は
当
時
、
武
家
伝
奏
の
六
条
有
庸
。
後
桜
町
院
崩
御
後
、
空
主

の
御
所
だ
が
、
光
格
天
皇
も
四
十
五
歳
、
東
宮
も
十
六
歳
で
あ
り
、
譲
位

が
具
体
的
な
日
程
に
の
ぼ
っ
て
き
た
た
め
修
復
が
行
わ
れ
る
。
た
だ
し
、

絵
師
の
御
用
が
本
格
化
す
る
の
は
翌
年
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
ほ
か
の

絵
師
も
す
で
に
願
書
の
提
出
を
始
め
て
い
た
も
の
か
。

文
化
十
三
年
（
一
八
一
六
）

　『
議
奏
御
役
中
雑
記
』
四
冊
で
絵
の
御
用
の
記
事
が
最
も
多
い
の
が
第
三

冊
で
あ
る
。
五
月
か
ら
年
末
に
か
け
て
多
数
記
録
さ
れ
る
。
ま
ず
、
五
月

二
十
八
日
条
に
、

一
、
参
上
　
中
宮
御
所
御
造
立
 

三
谷
鼎

　
　
　
御
絵
御
用
被
　
仰
付
候

　
　
　
御
礼
申
上
候
也
、
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と
あ
り
、
以
下
、
断
続
的
に
、
六
月
一
日
・
二
日
・
四
日
条
に
、

［
一
日
］

一
、
参
上
　
今
度
、
中
宮
御
所
 

原
在
中

　
　
　
御
造
立
御
絵
御
用
被
 

　
在
明

　
　
　
仰
付
候
御
礼
申
上
候
也
、

［
二
日
］

一
、
参
上
　
今
度
、 

岸
越
前
介

　
　
　
中
宮
御
所
御
造
立
 

円
山
主
水

　
　
　
御
絵
御
用
被
 

同
　
応
震

　
　
　
仰
付
候
御
礼
申
上
候
也
、 

岡
本
豊
長

 

東
洋

 

八
田
古
秀

 

上
田
耕
夫

 

長
沢
芦
洲

 

吉
村
蘭
洲

 

土
岐
済
美

 

鶴
沢
探
泉

 

同
　
式
部

 

土
佐
々
々
守

 

土
佐
伯
耆
守

 

村
上
東
洲

 

山
本
探
渕

 

狩
野
縫
殿
助

［
四
日
］

一
、
参
上
　
中
宮
新
殿
　
 法
橋
了
琢
所
労
ニ
付
名
代

　
　
　
御
絵
御
用
被
　
仰
付
候
御
礼
也
、 
木
村
大
貮

と
六
月
に
入
っ
て
四
日
間
で
二
十
名
、
五
月
の
三
谷
鼎
と
合
わ
せ
て
二
十

一
名
の
絵
師
が
御
礼
に
参
上
し
て
い
る
。
詳
細
は
こ
こ
か
ら
は
分
か
ら
な

い
が
、
顔
ぶ
れ
か
ら
寛
政
度
禁
裏
御
所
造
営
で
新
規
参
入
し
た
絵
師
と
そ

の
子
孫
も
多
数
見
ら
れ
、
宮
廷
絵
師
の
裾
野
が
安
政
度
よ
り
前
に
す
で
に

拡
大
し
て
い
た
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。

　
以
後
、
同
月
十
九
日
条
に
は
、

一
、
参
上
　
清
凉
殿
御
絵
繕
 

土
佐
伯
耆
守

　
　
　
御
用
被
　
仰
付
候
御
礼
、 

土
佐
々
々
守

と
の
記
事
が
見
え
、
中
宮
御
殿
と
併
行
し
て
、
清
涼
殿
の
修
復
も
行
わ
れ

て
い
た
ら
し
い
。
土
佐
守
は
さ
き
に
見
た
と
お
り
分
家
の
光
孚
で
あ
り
、

伯
耆
守
は
本
家
の
光
時
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
仙
洞
御
所
の
記
事
も
出
て
く
る
。
九
月
十
六
日
条
の
原
在
中
を

皮
切
り
に
十
七
日
・
十
八
日
・
二
十
日
条
と
続
く
。

［
十
六
日
］

一
、
参
上
　
仙
洞
御
所
御
絵
御
用
被
 

原
　
在
中

　
　
　
仰
付
候
御
礼
申
上
候
也
、

［
十
七
日
］

一
、
参
上
　
仙
洞
御
所
御
絵
御
用
 

比
喜
多
宇
隆
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被
　
仰
付
御
礼
申
上
候
也
、 

三
谷
　
鼎

　
　
　
 

海
北
将
監

［
十
八
日
］

一
、
吉
城
元
陵
 

狩
野
縫
殿
助
 

木
村
了
琢

狩
野
左
近
 

八
田
古
秀
 

柴
田
義
董

村
上
松
堂
 

円
山
主
水
 

山
口
素
絢

土
佐
土
佐
守
 

鶴
沢
探
泉
 

岸
越
前
介

同
筑
前
介

右
者
今
般
、　
仙
洞
御
所
御
絵
御
用
被

仰
付
候
御
礼
申
上
候
也
、

［
二
十
日
］

一
、
参
上
　
仙
洞
御
所
御
絵
御
用
被
 

土
佐
伯
耆
守

　
　
　
仰
付
候
御
礼
申
上
候
也
、

さ
き
の
中
宮
御
殿
と
重
な
っ
て
い
る
者
も
い
る
が
、
十
八
名
を
数
え
、
約

半
数
の
八
名
は
こ
こ
か
ら
現
わ
れ
る
の
で
、
こ
こ
ま
で
三
十
名
近
く
の
絵

師
が
動
員
さ
れ
て
い
る
。

　
同
月
二
十
八
日
条
に
は
、
中
宮
御
殿
の
追
加
下
命
も
あ
っ
た
も
の
か
、

一
、
参
上
　
中
宮
御
殿
御
絵
并
 

狩
野
縫
殿
助
門
人

　
　
　
後
院
朝
餉
之
御
間
御
繕
 

景
山
洞
玉

　
　
　
被
　
仰
付
候
御
礼
、

と
あ
る
。
こ
の
洞
玉
は
、
狩
野
縫
殿
助
、
つ
ま
り
こ
の
と
し
没
す
る
狩
野

永
俊
の
門
人
と
あ
る
の
で
、
実
子
が
永
俊
の
養
子
と
な
っ
て
永
岳
と
な
り
、

自
ら
も
狩
野
永
章
と
名
乗
っ
た
初
代
の
洞
玉
だ
ろ 

　「
後
院
」
の
朝
餉
之
御
間
の
繕
い
も
命
じ
ら
れ
て
い
て
、
以
後
、「
後
院
」

の
記
事
が
多
数
あ
る
。
後
桜
町
院
の
「
後
院
」
と
、
さ
き
に
十
八
名
が
御

礼
に
参
上
し
た
仙
洞
御
所
の
御
用
が
同
じ
か
、
そ
の
関
係
は
未
詳
だ
が
、

寛
政
度
と
安
政
度
の
禁
裏
御
所
造
営
の
端
境
期
で
あ
る
こ
の
時
期
に
あ
っ

て
は
、
比
較
的
大
規
模
な
御
用
で
、
こ
れ
に
め
ぐ
り
会
え
た
絵
師
は
幸
運

だ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　
翌
二
十
九
日
条
、
十
月
十
三
日
・
十
四
日
・
十
六
日
条
に
も
、
後
院
の

御
用
が
現
わ
れ
る
。

［
九
月
二
十
九
日
］

一
、
参
上
　
後
院
御
絵
御
用
被
 

東
寅

　
　
　
仰
付
候
御
礼
申
上
候
、

［
十
月
十
三
日
］

一
、
参
上
　
後
院
御
絵
御
用
 

円
山
主
水

　
　
　
被
　
仰
付
候
御
礼
申
上
候
、 

森
周
峯

　
　
　
 

高
井
豊
泉

［
十
四
日
］

一
、
土
佐
土
佐
守
　
　
　
桃
田
栄
雲
　
　
　
　
江
村
春
鳳

景
山
洞
玉
　
　
　
　
原
在
中
　
　
　
　
　
狩
野
因
幡
目

本
嶌
元
常
　
　
　
　
竹
内
由
右
衛
門
　
　
 

波
々
伯
部
龍
眠

右
之
面
々
、　
後
院
御
杉
戸
御
繕
被
　
仰
付
候
御
礼
申
上
候
也
、

（
　
）
２１う
。所

労
ニ
付
代
由
右
衛
門
相
勤

竹
内
渡
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［
十
六
日
］

一
、
同［
参
上
］　
後
院
御
杉
戸
御
繕
被
 

鶴
沢
探
泉

　
　
　
　
　
 仰
付
候
御
礼
申
上
候
也
、 

同
　
式
部

　
御
用
は
ま
だ
ま
だ
続
き
、
後
院
の
杉
戸
絵
の
繕
い
に
続
き
、
再
び
禁
裏

御
所
の
御
涼
所
の
繕
い
が
あ
る
。
十
月
十
九
日
条
に
、

［
十
九
日
］

一
、
参
上
　
御
涼
所
御
絵
御
繕
 

円
山
主
水

　
　
　
被
　
仰
付
候
御
礼
、 

秀
喬
真

　
　
　
 

長
沢
蘆
洲

と
あ
る
。
十
一
月
に
入
っ
て
も
、
新
た
な
仰
せ
付
け
が
あ
っ
た
も
の
と
み

え
、
六
日
条
に
、

一
、
参
上
　
御
新
殿
御
杉
戸
御
絵
御
用
 

狩
野
因
幡
目

　
　
　
幷

　
後
院
御
杉
戸
御
繕
被

　
　
　
仰
付
候
御
礼
申
上
候
也
、

一
、
同
　
　
御
新
殿
御
上
段
御
絵
御
用
 

武
田
索
駿

　
　
　
後
院
小
御
所
幷
御
杉
戸
御

　
　
　
繕
被
　
仰
付
候
御
礼
申
上
候
也
、

と
あ
る
。
十
二
月
に
は
、
恐
ら
く
こ
こ
ま
で
で
御
用
を
拝
命
し
た
絵
師
が

御
礼
に
参
上
し
た
も
の
と
み
え
、
八
日
条
に
は
四
十
三
名
、
十
日
条
に
勝

山
琢
眼
・
琢
文
父
子
、
十
五
日
条
に
三
名
、
二
十
五
日
条
に
二
名
が
記
さ

れ
る
。［

八
日
］

一
、
院
中
御
絵
御
用
被
　
仰
付
候
御
礼
申
上
候
人
数
、
左
之
通
、

　
　
渡
辺
周
蔵
　
　
　
長
沢
蘆
洲
　
　
原
在
中
　
　
　
原
在
明

　
　
原
在
親
　
　
　
　
横
山
華
山
　
　
岡
本
豊
彦
　
　
円
山
主
水

　
　
同
　
応
震
　
　
　
同
　
応
春
　
　
土
佐
豊
前
守
　
福
知
白
暎

　
　
恒
枝
金
吾
　
　
　
石
田
悠
亭
　
　
高
井
豊
泉
　
　
秀
喬
真

　
　
森
徹
山
　
　
　
　
西
邨
中
和
　
　
狩
野
山
月
　
　
合
川
珉
和

　
　
八
田
古
秀
　
　
　
呉
景
文
　
　
　
江
村
春
鳳
　
　
紀
広
成

　
　
山
本
探
渕
　
　
　
吉
村
孝
敬
　
　
山
岡
主
計
　
　
三
谷
鼎

　
　
竹
内
由
右
衛
門
　
村
井
陸
奥
介
　
峯
鼎
　
　
　
　
望
月
玉
川

　
　
狩
野
左
近
　
　
　
狩
野
因
幡
目
　
岸
越
前
介
　
　
同
筑
前
介

　
　
巨
勢
遠
江
　
　
　
嶋
田
主
計
頭
　
岡
本
大
輔
　
　
河
村
文
鳳

　
　
同
　
崎
鳳
　
　
　
山
跡
鶴
嶺
　
　
西
村
南
亭

［
十
日
］

一
、
参
上
　
院
中
御
絵
御
用
 

勝
山
琢
眼

　
　
　
　
　
被
　
仰
付
候
御
礼
、 

同
　
琢
文

［
十
五
日
］

一
、
参
上
　
御
絵
御
用
被
 

土
岐
済
美

　
　
　
　
　
仰
付
候
御
礼
、 

多
村
挙
秀

　
　
 

狩
野
因
幡
目

［
二
十
五
日
］

一
、
参
上
　
御
絵
御
用
被
 

海
北
将
監

　
　
　
　
　
仰
付
候
御
礼
申
上
候
也
、 

宮
脇
有
景
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総
勢
五
十
名
で
、
な
か
に
は
事
績
の
知
ら
れ
て
い
な
い
絵
師
も
含
ま
れ
る

が
、
こ
の
直
前
に
死
去
し
た
鶴
沢
探
泉
や
狩
野
永
俊
を
加
え
れ
ば
、
当
該

期
の
宮
廷
絵
師
の
顔
ぶ
れ
と
し
て
は
、
こ
れ
で
ほ
ぼ
網
羅
し
て
い
る
と

言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

文
化
十
四
年
（
一
八
一
七
）

　
先
述
の
と
お
り
、『
議
奏
御
役
中
雑
記
』
第
四
冊
は
三
月
ま
で
と
短
く
、

丁
数
も
第
三
冊
な
ど
の
四
分
の
一
程
度
で
あ
る
。
し
か
し
、
前
年
か
ら
の

続
き
で
絵
の
御
用
が
現
わ
れ
る
。
ま
ず
、
年
始
早
々
一
月
五
日
条
に
、

一
、
参
上
　
御
屏
風
御
下
画
 

巨
勢
遠
江

　
　
　
　
　
拝
□
伺
之
義
不
行
届

　
　
　
　
　
之
段
恐
入
候
宜
奉
願
候
、

と
あ
る
。
伺
下
絵
の
提
出
に
つ
い
て
何
ら
か
の
不
行
届
き
が
あ
っ
た
よ
う

で
詫
び
を
入
れ
て
い
る
が
、
巨
勢
遠
江
は
三
月
二
日
条
に
は
ほ
か
の
二
名

の
絵
師
と
と
も
に
御
褒
美
を
拝
領
し
て
い
る
。

一
、
同［
参
上
］　
御
屏
風
御
褒
美
 

西
邨
中
和

　
　
　
　
　
　
　
頂
戴
之
御
礼
申
上
候
也
、 

高
井
豊
泉

　
　
 

巨
勢
遠
江

こ
の
あ
と
時
章
が
院
伝
奏
に
転
じ
て
、
再
び
『
御
用
帳
雑
記
』
に
戻
る
が
、

こ
の
と
し
も
、
翌
文
政
元
年
も
絵
の
御
用
の
記
事
は
な
い
。

文
政
二
年
（
一
八
一
七
）

　『
御
用
帳
雑
記
』
第
二
十
七
冊
、
一
月
二
十
三
日
条
に
応
瑞
と
松
村
景
文

の
名
が
現
わ
れ
る
。

一
、
参
上
　
御
末
広
御
用
御
絵
被
 

円
山
主
水

　
　
　
　
　
仰
付
候
御
礼
申
上
候
也
、 

呉
　
景
文

と
あ
り
、
続
い
て
現
わ
れ
る
の
は
九
月
で
あ
る
。
こ
の
時
期
、
時
章
は
八

月
十
三
日
か
ら
関
東
参
向
中
で
「
御
留
守
中
」
と
断
っ
た
う
え
で
、
一
段

下
げ
て
細
字
で
記
し
て
あ
る
が
、
そ
の
九
月
一
日
条
に
、

一
、
参
上
　
御
月
扇
并
御
絵
 

土
佐
伯
耆
守
所
労
名
代

　
　
　
　
　
御
用
之
義
願
之
通
、
伜
 

土
佐
土
佐
守

　
　
　
　
　
左
近
将
監
江
被
 

伜
左
近
将
監
名
代

　
　
　
　
　
仰
付
候
御
礼
申
上
候
也
、 

狩
野
縫
殿
助

と
あ
る
。
土
佐
本
家
の
光
時
が
、
息
子
光
禄
へ
の
御
月
扇
と
御
用
仰
せ
付

け
を
願
っ
て
、
願
の
通
り
仰
せ
付
け
ら
れ
た
た
め
の
御
礼
参
上
だ
が
、
光

時
は
所
労
の
た
め
名
代
と
し
て
分
家
の
光
孚
を
、
光
禄
の
名
代
に
は
永
岳

を
立
て
て
い
る
。
従
兄
に
あ
た
る
分
家
の
光
孚
は
と
も
か
く
、
永
岳
に
名

代
を
頼
ん
で
い
る
の
は
、
宮
廷
画
壇
の
絵
師
た
ち
の
関
係
性
と
し
て
目
を

引
く
。
さ
ら
に
、
十
四
日
条
に
は
、

一
、
参
上
 

土
佐
伯
耆
守
所
労
ニ
付
名
代

　
　
 

土
佐
土
佐
守

　
　
　
　
口
上
扣

今
般
病
気
ニ
付
御
月
扇
・
常
式
御
用
并
十
人
扶
持
方
等
も
以
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後
左
近
将
監
へ
先
規
之
通
被
下
候
様
願
之
通
被
　
仰
付
、

冥
加
相
叶
難
有
仕
合
奉
存
候
、
右
御
礼
奉
申
上
候
、

一
、
同
 

土
佐
左
近
将
監
所
労
ニ
付
名
代

　
　
右
同
様
之
御
礼
申
上
候
也
、 

恒
枝
金
吾

と
あ
る
。『
地
下
家
伝
』
に
よ
れ
ば
、
光
時
は
こ
の
あ
と
九
月
十
七
日
に
没

し
て
お 

光
貞
が
本
家
の
光
時
に
御
用
や
扶
持
を
返
し
た
と
き
と
同
じ

く
、
臨
終
を
前
に
息
子
へ
の
御
用
相
続
を
済
ま
せ
た
の
だ
ろ
う
。
翌
文
政

三
年
も
絵
の
御
用
の
記
事
は
な
い
。
つ
ぎ
に
絵
師
の
叙
任
に
つ
い
て
見
て

い
く
。

２
　
叙
任

　
平
松
家
の
当
該
期
の
記
録
に
は
叙
任
に
関
す
る
記
事
も
多
数
含
ま
れ
て

い
る
。
そ
こ
に
は
畿
内
の
有
力
社
寺
の
神
職
・
僧
侶
も
多
い
が
、
遠
方
の

社
寺
も
散
見
さ
れ
、
興
味
深
い
。
絵
師
に
つ
い
て
見
る
と
、
院
庁
官
島
田

家
、
画
所
預
土
佐
両
家
の
叙
任
が
当
然
、
多
数
書
き
留
め
ら
れ
る
。
彼
ら

と
、
地
下
官
人
で
も
あ
る
絵
師
た
ち
の
叙
任
は
『
地
下
家
伝
』
な
ど
か
ら

確
認
で
き
る
た
め
、
こ
こ
で
は
割
愛
し
、
そ
れ
以
外
を
取
り
上
げ
る
。
な

お
、
宮
廷
絵
師
で
は
な
い
が
、
地
方
在
住
の
絵
師
の
叙
任
に
つ
い
て
も
、

形
の
上
で
あ
れ
宮
廷
絵
師
の
門
人
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
た
め
、
見

て
み
る
こ
と
に
す
る
。

（
　
）
２２り
、

（
１
）
宮
廷
絵
師

　
宮
廷
絵
師
の
叙
任
で
は
、『
職
事
方
御
剪
紙
留
』
第
六
冊
に
、

文
化
三
年
二
月
一
日
　
宣

画
所
預
土
佐
守
光
貞
朝
臣
門
人

　
京
住
画
師

法
橋
訥
言

　
辞
位
 

職
事
　
明
光

と
、
田
中
訥
言
の
法
橋
辞
位
が
あ
る
。

　『
御
用
帳
雑
記
』
第
七
冊
、
同
年
十
二
月
十
九
日
条
に
は
、
山
村
可
渓
な

る
絵
師
の
法
橋
勅
許
御
礼
の
記
事
が
あ
る
。

一
、
同［
参
上
］　
山
村
可
渓
法
橋
蒙
 

吉
田
元
椿

　
　
　
　
　
　
　
勅
許
候
御
礼
、

一
、
同［
参
上
］　
法
橋
　
勅
許
候
御
礼
、 

山
村
可
渓

こ
れ
に
つ
い
て
は
、『
職
事
方
御
剪
紙
留
』
第
六
冊
に
、

文
化
三
年
十
二
月
十
九
日
　
宣

［
略
］

故
法
眼
元
陳
門
人

　
京
住
画
師

可
渓

 

已
上
、
叙
法
橋

 

職
事
　
重
能

 

　
　
　
資
愛

福田　道宏（　　）18 ８７



 

　
　
　
明
光

 

　
　
　
建
房

 

　
　
　
俊
明

と
あ
る
。
こ
の
可
渓
に
つ
い
て
は
京
都
在
住
の
絵
師
で
は
あ
る
が
、
宮
廷

御
用
を
勤
め
た
事
績
は
管
見
の
限
り
見
当
た
ら
な
い
。

　『
議
奏
御
役
中
雑
記
』
第
二
冊
、
文
化
十
二
年
二
月
一
日
条
に
は
、

一
、
参
上
　
法
眼
　
宣
下
之
御
礼
 

宮
脇
有
景

　
　
　
申
上
候
也
、

一
、
同
　
　
門
人
有
景
法
眼
 

土
佐
伯
耆
守

　
　
　
宣
下
之
御
礼
申
上
候
也
、

と
宮
脇
有
景
の
叙
法
眼
が
あ
り
、
同
じ
く
第
三
冊
、
同
十
三
年
十
二
月
二

十
二
日
条
に
は
、

一
、
参
上
　
法
橋
宣
下
 

鶴
沢
探
春

　
　
　
御
礼
申
上
候
也
、

と
、
探
春
の
叙
法
橋
が
記
さ
れ
る
。
こ
れ
に
先
立
ち
、
同
冊
、
十
月
十
八

日
条
に
、

一
、
参
上
　
伜
式
部
儀
薙
髪
改
名
 

鶴
沢
探
泉

　
　
　
願
之
通
被
　
仰
出
候
御
礼
、

　
　
　
右
同
様
御
礼
申
上
候
也
、 

同
　
探
春

と
改
名
の
記
事
が
あ
り
、
同
時
に
叙
法
橋
に
む
け
て
剃
髪
し
て
い
る
。
こ

れ
は
す
で
に
探
泉
の
死
期
を
さ
と
っ
て
、
探
春
へ
の
家
督
譲
渡
を
急
い
だ

た
め
で
、
同
月
二
十
三
日
条
に
は
、
探
泉
の
死
去
届
が
出
さ
れ
、
叙
法
橋

の
直
前
、
恐
ら
く
忌
明
け
後
で
あ
ろ
う
十
二
月
十
六
日
条
に
は
家
督
仰
せ

付
け
の
御
礼
に
参
上
し
て
い
る
。

（
２
）
地
方
在
住
の
絵
師

　
つ
ぎ
に
地
方
絵
師
に
つ
い
て
見
て
お
こ
う
。『
職
事
方
御
剪
紙
留
』
第
二

冊
に
、享

和
二
年
三
月
廿
七
日
　
宣

［
略
］

法
眼
探
泉
門
人

　
加
賀
国
大
聖
寺
住
画
師

宗
景

 

以
上
、
叙
法
橋

 

職
事
　
資
董

 

国
長

 

資
愛

 

建
房

と
あ
る
。『
彩
～
鶴
沢
派
か
ら
応
挙
ま
で
～
』
に
よ
れ
ば
、
大
聖
寺
の
紺
屋

の
生
ま
れ
で
、
鶴
沢
探
索
・
探
泉
に
学
ん
で
加
賀
前
田
家
の
御
抱
え
と

な
っ
た
と
い
い
、
こ
の
と
し
法
橋
に
叙
さ
れ
、
文
政
四
年
（
一
八
二
一
）

に
は
法
眼
に
叙
さ
れ
た
と
い 

続
い
て
、
同
じ
冊
に
は
、

享
和
二
年
十
月
五
日
　
宣

［
略
］

（
　
）
２３う
。
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故
法
眼
元
陳
門
人

　
薩
摩
国

鹿
嶋
住
画
師

洞
龍

 

已
上
、
叙
法
橋

 

職
事
　
資
董

 

国
長

 

資
愛

 

建
房

と
、
薩
摩
の
絵
師
も
登
場
す
る
。『
薩
藩
画
人
伝
備
考
』
所
載
の
谷
山
洞
龍

 

同
書
に
よ
れ
ば
、「
名
ハ
美
清
、
初
メ
探
楽
ト
号
ス
、
画
ヲ
狩
野
洞
春

ニ
学
ブ
、
後
チ
画
道
ノ
功
ニ
因
リ
大
進
法
橋
ニ
叙
セ
ラ
レ
」（
読
点
は
引
用

者
が
補
っ
た
）
と
あ
り
、
文
化
八
年
十
一
月
二
十
八
日
に
没
し
た
と
い
う

が
、「
大
進
」
は
京
職
・
大
膳
職
・
修
理
職
な
ど
の
三
等
官
で
、
も
ち
ろ
ん

そ
の
よ
う
な
官
に
任
じ
ら
れ
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
。
京
都
大
学
文
学
部
閲

覧
室
所
蔵
『
画
工
任
法
橋
法
眼
年
月
留
』
に
も
現
わ
れ 

　
第
十
二
冊
に
は
広
島
の
絵
師
が
現
わ
れ
る
。

文
化
九
年
十
月
廿
三
日
　
宣

［
略
］

法
眼
探
泉
門
人

　
備
後
国
府
中
住
画
師

索
準

（
　
）
２４か
。

（
　
）
２５る
。

 

叙
法
橋

 

職
事
　
隆
純

 

経
則

と
あ
る
が
、
こ
れ
は
片
山
索
準
斎
で
、
菅
茶
山
ら
が
編
纂
し
た
『
福
山
志

料
』
の
挿
絵
を
描
い
た
と
い 

同
じ
中
国
地
方
で
も
備
後
府
中
の
よ
う

に
福
山
藩
領
な
ら
ば
絵
師
が
い
て
も
不
思
議
は
な
い
が
、
次
の
一
例
は
絵

師
の
住
地
と
し
て
興
味
深
い
。
第
十
四
冊
に
、

文
化
十
四
年
五
月
四
日
　
宣

［
略
］

故
法
眼
探
泉
門
人

　
石
見
国
銀
山
住
画
師

蘆
葉

 

叙
法
橋

 

職
事
　
俊
明

 

経
則

 

光
成

と
あ
り
、
石
見
銀
山
に
住
む
絵
師
が
法
橋
に
叙
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

銀
山
で
ど
の
よ
う
な
絵
師
の
仕
事
が
あ
っ
た
か
不
明
で
あ
り
、
今
後
の
課

題
と
し
た
い
。

　
第
十
六
冊
に
は
、

文
政
二
年
八
月
十
九
日
　
宣

［
略
］

（
　
）
２６う
。
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画
所
預
土
佐
守
光
孚
門
人

　
肥
後
国
熊
本
住
画
師

良
恭

 

以
上
、
叙
法
橋

 

職
事
　
俊
明

 

経
則

 

光
成

 

顕
孝

 

共
福

と
あ
り
、
梶
山
良
恭
だ
ろ
う
。『
細
川
藩
御
用
絵
師
・
矢
野 

に
よ
れ
ば
、

良
恭
は
雲
谷
派
の
流
れ
を
汲
む
細
川
家
の
御
用
絵
師
矢
野
良
勝
の
弟
子
で

養
子
と
な
っ
た
が
後
に
離
縁
さ
れ
た
と
い
い
、
そ
の
離
縁
の
際
の
逸
話
と

し
て
、「
あ
る
と
き
法
橋
の
印
を
刻
し
て
い
る
の
を
見
た
良
勝
が
、
自
分
よ

り
先
に
法
橋
に
な
っ
た
こ
と
を
怒
っ
て
離
別
し
た
と
い
い
、
良
恭
は
離
別

後
上
京
し
て
法
橋
に
叙
任
し
、
一
家
を
お
こ
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
」
と
い

う
。
脈
絡
が
や
や
取
り
づ
ら
い
が
、
地
方
在
住
の
絵
師
に
と
っ
て
の
叙
法

橋
の
意
味
が
垣
間
見
え
る
点
は
興
味
深
い
。『
御
用
帳
雑
記
』
第
二
十
八
冊
、

文
政
二
年
八
月
三
十
日
条
に
は
、

一
、
参
上
　
門
人
法
橋
　
宣
下
之
御
礼
 

土
佐
土
佐
守

一
、
同
　
　
今
般
法
橋
蒙
 

土
佐
土
佐
守
門
人

　
　
　
宣
旨
候
御
礼
申
上
候
也
、 

矢
野
良
恭

と
土
佐
光
孚
と
同
道
の
御
礼
も
記
さ
れ
る
。

（
　
）
２７派
』

　
そ
の
雲
谷
派
だ
が
、
第
十
七
冊
に
は
、
毛
利
家
御
絵
師
雲
谷
等
隆
の
叙

法
橋
が
載
る
。

文
政
三
年
五
月
八
日
　
宣

［
略
］

長
門
国
萩
住
画
師

法
橋
等
徽
男

等
隆

［
略
］ 

以
上
、
叙
法
橋

 

職
事
　
俊
明

 

経
則

 

光
成

 

顕
孝

 

共
福

地
方
の
絵
師
と
は
言
え
、
雲
谷
家
は
近
世
前
期
の
承
応
度
禁
裏
御
所
造
営

に
も
参
加
し
て
お
り
、
さ
ら
に
寛
政
度
で
は
等
村
が
出
願
（
不
採
用
）、
ま

た
、
代
々
の
宗
家
・
分
家
の
当
主
は
し
ば
し
ば
法
橋
に
叙
さ
れ
、
法
眼
に

叙
さ
れ
る
者
も
あ
っ
た
の
で
、
ほ
か
と
同
列
に
は
扱
う
べ
き
で
な
い
か
も

し
れ
な 

　
当
時
、
僧
位
を
得
よ
う
と
す
れ
ば
、
出
費
は
決
し
て
少
な
く
な
い
。
ま

し
て
、
遠
方
か
ら
と
な
れ
ば
、
ま
す
ま
す
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
単
な
る
酔

狂
で
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。

（
　
）
２８い
。
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３
　
届

　『
御
用
帳
雑
記
』
第
二
冊
、
享
和
二
年
二
月
三
十
日
条
に
は
、
土
佐
光
貞

か
ら
、
娘
の
死
去
届
が
出
さ
れ
、
続
い
て
三
月
九
日
条
に
忌
明
け
の
御
届

の
記
事
が
あ
る
。

［
二
月
三
十
日
］

一
、
参
上
 

土
佐
備
後
介

右
者
土
佐
守
娘
、
昨
廿
九
日
死
去
届
書
指
出
候
也
、

［
三
月
九
日
］

一
、
参
上
 

土
佐
土
佐
守
名
代

 

土
佐
備
後
介

右
者
今
日
忌
明
、
所
労
ニ
付
以
名
代
御
届
申
上
候
也
、

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、『
地
下
家
伝
』
な
ど
に
女
性
の
死
は
出
て
来
な
い
。

ま
た
、
家
督
を
継
ぐ
者
以
外
も
同
様
で
あ
る
。『
諸
届
書
并
願
書
類
留
』
第

四
冊
、
文
化
元
年
六
月
二
十
七
日
条
に
は
、

一
、
私
二
男
昨
夜
死
去
仕
候
、
依
之
、

　
　
　
　
十
日
　
　
仮

　
　
　
　
三
十
日
　
服

　
　
右
之
通
着
服
仕
候
、
尤
混
穢
不
仕
候
、
仍
御
届
申
上
候
、
以
上
、

　
　
　
　
　
文
化
元
年
七
月
二
日
 

嶋
田
主
計
頭

一
、
私
弟
昨
夜
死
去
仕
候
、
依
之
、

　
　
　
　
二
十
日
　
仮

　
　
　
　
九
十
日
　
服

　
　
右
之
通
着
服
仕
候
、
尤
混
穢
不
仕
候
、
仍
御
届
申
上
候
、
以
上
、

　
　
　
　
　
文
化
元
年
七
月
二
日
 

嶋
田
内
匠
助

と
あ
る
。
島
田
元
直
の
次
男
に
つ
い
て
は
未
詳
。

　『
御
用
帳
雑
記
』
第
九
冊
、
文
化
四
年
七
月
十
一
日
条
に
は
、

一
、
参
上
　
名
跡
願
之
通
 

正
栄
名
跡

　
　
　
被
仰
付
候
御
礼
、 

狩
野
伊
織

と
狩
野
正
栄
（
匡
信
）
の
離
縁
を
受
け
、
先
先
代
至
信
の
弟
子
と
い
う
伊

織
が
名
跡
を
継
ぐ
こ
と
を
許
さ
れ
た
御
礼
に
参
上
す 

　
珍
し
い
例
と
し
て
は
、
文
政
三
年
九
月
二
十
五
日
、
光
孚
の
次
の
届
が

『
御
用
帳
雑
記
』
第
三
十
冊
に
あ
る
。

一
、
参
上
 

土
佐
土
佐
守

　
　
右
者
湯
治
、
願
之
通
被
　
仰
出
候
御
礼
申
上
候
也
、

と
い
い
、
翌
十
月
二
十
一
日
条
に
は
、

一
、
参
上
　
先
達
而
湯
治
御
暇
相
願
、 

土
佐
土
佐
守

　
　
　
　
　
罷
越
候
処
、
相
済
帰
京

　
　
　
　
　
仕
候
旨
申
上
候
也
、

と
帰
京
を
届
け
出
て
い
る
。
土
佐
家
は
画
所
預
と
い
う
職
に
あ
り
、
京
都

を
離
れ
る
に
際
し
て
は
暇
願
が
必
要
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

三
、
御
遺
物
に
つ
い
て

　
こ
こ
ま
で
は
、
概
ね
記
録
と
同
時
代
の
絵
師
の
記
事
を
見
て
き
た
が
、

（
　
）
２９る
。
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時
章
な
ら
で
は
の
記
事
と
し
て
、
後
桜
町
院
の
御
遺
物
に
つ
い
て
見
て
お

く
。
こ
の
時
代
、
天
皇
・
上
皇
な
ど
が
崩
ず
る
と
、
そ
の
御
所
の
多
数
の

調
度
が
「
御
遺
物
」、
つ
ま
り
遺
愛
品
と
し
て
下
賜
さ
れ
た
。
そ
う
し
た

品
々
は
現
在
で
も
し
ば
し
ば
京
都
な
ど
の
寺
院
で
見
か
け
る
も
の
だ
が
、

い
つ
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
制
作
さ
れ
、
ど
の
よ
う
に
下
賜
さ
れ
た
か
未

詳
の
も
の
も
多
い
。
ま
た
、
寺
院
伝
来
の
も
の
は
寺
伝
な
ど
か
ら
由
緒
が

わ
か
る
場
合
も
あ
る
が
、
い
ま
は
由
緒
が
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
も
の
も
多

い
は
ず
で
あ
る
。

　
後
桜
町
院
崩
御
の
の
ち
、
長
年
に
わ
た
り
院
伝
奏
と
し
て
院
に
仕
え
た

時
章
お
よ
び
平
松
家
に
も
御
遺
物
の
拝
領
が
あ
り
、
ほ
か
に
も
「
分
配
」

が
あ
っ
た
。『
御
用
帳
雑
記
』
第
二
十
二
冊
、
四
月
十
四
日
条
を
引
用
す
る
。

一
、
今
日
　
旧
院
御
遺
物
御
拝
領
之
御
品
左
之
通
、

一
、
紫
御
小
褂 

一
領

一
、
御
掛
物
福
禄
寿
星
明
僧

逸
然
画
隠
元
賛

 

 

一
幅

一
、
唐
桑
七
宝
形
御
卓 

一
箱

一
、
金
銀
孔
雀
御
香
炉 

一
箱

一
、
唐
桑
御
紋
蒔
絵
御
脇
息
面
別
衣
張 

一
箱

一
、
源
氏
十
二
月
御
屏
風
吉
田
元
陳
画 

一
双

此
外
御
残
之
御
品
、
御
文
匣
入
、
数
々
御
拝
領
、

若
殿
様
御
拝
領
左
之
通
、

一
、
波
鶴
蒔
絵
御
硯
筥 

一
箱

一
、
御
遠
眼
鏡 

一
箱

此
外
御
文
匣
入
御
品
御
拝
領

御
分
配
御
拝
領
物
左
之
通
、

一
、
御
茵
繧
繝
錦

東
京
錦

 

 

二
枚

一
、
御
帖
繧
繝

高
麗

 
 

二
帖

一
、
御
表
莚 

一
枚

一
、
御
簾 

大
小
廿
六
枚

一
、
棒
鞘
新
御
剣
伊
勢
守
祐
平 

一
振

一
、
御
沓
入
柳
筥 

一
箱

一
、
白
木
唐
櫃 

一
合
朷
共

一
、
灯
台 

 

一
基

一
、
銅
油
指 

一
箱

一
、
桐
御
香
炉
四
方
拝
御
料 

二
箇
箱
入

一
、
御
筝
箱
白
木 

一

一
、
菊
御
紋
蒔
絵
大
火
鉢
火
箸

□
　

 
 

一
箱

一
、
黒
塗
炭
取 

一

一
、
鐡
火
箸 

一
対
箱
入

一
、
桐
木
本
檐
子 

一

一
、
朱
硯 

一
箱

一
、
葉
菊
御
紋
図
無
文
匣 

一

一
、
同
一
番
文
匣

一
、
同
文
箱

一
、
同
目
録
文
匣

金
皿
一
枚
祧
一

打
敷
一
帖
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一
、
同
色
紙
文
匣

一
、
新
土
御
茶
壺 

一
箱
薩
摩
杉

一
、
置
戸
棚 

一

一
、
鞍
掛 

一

若
殿
様
江
御
分
配
御
拝
領
之
品
々
左
之
通
、

一
、
御
屏
風
片
シ
草
木
花

一
、
御
簾 

三
枚

　
　
以
上
、

絵
師
の
名
を
明
記
す
る
の
は
時
章
が
拝
領
し
た
吉
田
元
陳
の
「
源
氏
十
二

月
御
屏
風
」
と
逸
然
の
軸
「
福
禄
寿
星
」
一
幅
だ
が
、「
若
殿
様
」
と
記
さ

れ
た
時
門
が
「
御
分
配
」
で
拝
領
し
た
「
草
木
花
」
の
屏
風
な
ど
の
絵
も

あ
る
。

　
ほ
か
へ
の
御
遺
物
と
分
配
で
は
、
江
戸
の
将
軍
家
や
、
京
都
所
司
代
に

贈
ら
れ
た
御
遺
物
に
も
絵
が
あ
る
。
将
軍
に
は
「
御
賀
月
次
御
屏
風
文
化
六

年
一
双
」
が
挙
が
る
。「
文
化
六
年
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
同
年
の
「
仙
洞

御
賀
」
に
か
か
わ
っ
て
制
作
さ
れ
た
屏
風
か
も
し
れ
な
い
。「
御
台
様
」
へ

の
「
源
氏
八
景
御
絵
巻
」
も
絵
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
が
、
筆
者
不
明
。
ま

た
、
所
司
代
酒
井
讃
岐
守
（
忠
進
、
若
狭
小
浜 

に
贈
ら
れ
た
「
御
掛

物
稲
嶺
筆
三
幅
対
」
は
画
題
不
明
だ
が
、
土
方
稲
嶺
だ
ろ
う
。
京
都
に
住
み
、

晩
年
、
鳥
取
に
帰
っ
た
も
の
と
さ
れ
、
京
都
と
の
ゆ
か
り
は
あ
る
が
、
宮

廷
御
用
の
事
績
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。
後
桜
町
院
御
所
に
あ
っ
た
の
だ
と

す
れ
ば
、
そ
の
事
績
と
し
て
重
要
で
あ
る
。

（
　
）
３０藩
）

お
　
わ
　
り
　
に

　
こ
こ
ま
で
、
も
と
も
と
公
卿
平
松
家
に
伝
来
し
、
一
九
一
四
年
に
収
蔵

さ
れ
て
以
来
、
現
在
ま
で
京
都
大
学
附
属
図
書
館
が
所
蔵
す
る
「
平
松
文

庫
」
中
の
『
御
用
帳
』・『
御
用
帳
雑
記
』・『
職
事
方
御
剪
紙
留
』・『
諸
届

書
并
願
書
類
留
』・『
議
奏
御
役
中
雑
記
』
と
い
う
、
寛
政
十
二
年
か
ら
文

政
三
年
ま
で
二
十
年
間
に
わ
た
っ
て
記
さ
れ
続
け
た
五
件
の
史
料
を
も
と

に
、
そ
こ
に
現
わ
れ
る
絵
師
た
ち
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。
た
だ
し
、

史
料
の
性
格
上
、
絵
師
の
絵
師
ら
し
い
仕
事
、
絵
の
御
用
は
あ
ま
り
登
場

し
な
い
。
平
松
時
章
が
、
院
伝
奏
や
議
奏
の
か
た
わ
ら
、
御
用
絵
の
調
進

な
ど
に
か
か
わ
る
臨
時
職
の
奉
行
な
ど
に
任
命
さ
れ
て
い
れ
ば
、
絵
の
仕

様
や
画
題
な
ど
に
つ
い
て
も
記
さ
れ
、
伺
い
の
過
程
を
明
ら
か
に
で
き
た

か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
こ
で
取
り
上
げ
た
史
料
に
そ
れ
を
望
む
こ
と
は
出

来
な
い
。
こ
こ
か
ら
わ
か
る
絵
の
御
用
は
、
筆
者
は
だ
れ
か
、
い
つ
そ
れ

を
仰
せ
付
け
ら
れ
（
或
い
は
調
進
し
）
て
、
御
礼
に
来
た
か
と
い
う
、
顔

ぶ
れ
が
中
心
で
あ
る
。
し
か
し
、
宮
廷
絵
師
の
通
時
的
な
把
握
の
た
め
に

は
そ
の
顔
ぶ
れ
も
重
要
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
叙
任
や
各
種
の
届
も
絵
と
直

接
か
か
わ
る
も
の
で
は
な
い
が
、
絵
師
の
営
み
の
把
握
の
う
え
で
欠
か
し

得
な
い
も
の
で
あ
る
。

　
一
方
で
、
本
稿
で
取
り
上
げ
た
史
料
は
、
絵
師
以
外
に
も
宮
廷
内
外
、

近
世
に
お
け
る
中
央
と
地
方
の
問
題
を
考
え
る
う
え
で
多
数
の
興
味
深
い
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内
容
を
含
ん
で
い
る
。
今
回
は
、
紙
数
の
都
合
で
割
愛
せ
ざ
る
を
得
な
い

が
、
そ
う
し
た
問
題
に
つ
い
て
も
い
ず
れ
考
え
て
み
よ
う
と
思
う
。

（
１
）　
い
ず
れ
も
京
都
大
学
附
属
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
閲
覧
で
き
る
。

http://m
.kulib.kyoto-u.ac.jp/w

『
御
用
帳
』（
        
                      ebopac/RB00005942

                 ）

http://edb.kulib.kyoto-u.ac.

『
御
用
帳
雑
記
』（
                            jp/exhibit/h070/

                 

h070cont.htm
l

            
 ）

http://edb.kulib.kyoto-u.a

『
職
事
方
御
剪
紙
留
』（
                          c.jp/exhibit/h076/

                   

h076cont.htm
l

            
 ）

http://m
.kulib.kyoto-u.ac

『
諸
届
書
并
願
書
類
留
』（
        
                 .jp/w

ebopac/

     
        

RB00005951

          ）

http://m
.kulib.kyoto-u.ac.

『
議
奏
御
役
中
雑
記
』（
        
                  jp/w

ebopac/

    
        

RB00005924

          ）

（
２
）　
野
島
寿
三
郎
編
『
公
卿
人
名
大
事
典
』
一
九
九
四
年
七
月
、
日
外
ア
ソ
シ

エ
ー
ツ
、
六
七
九
～
六
八
〇
頁
。

（
３
）　『
公
卿
補
任
』
第
三
篇
、
一
九
六
五
年
七
月
、
吉
川
弘
文
館
、
六
三
五
頁
。

（
４
）　『
公
卿
補
任
』
第
四
篇
、
一
九
六
五
年
十
月
、
吉
川
弘
文
館
、
七
〇
・
七

六
・
七
九
頁
（
天
和
三
年
・
天
和
四
年
・
貞
享
二
年
（
一
六
八
三
・
八
四
・
八

五
）
条
）。

（
５
）　
前
掲
注
２
『
公
卿
人
名
大
事
典
』
八
六
頁
。

（
６
）　『
京
都
市
姓
氏
歴
史
人
物
大
辞
典
』
一
九
九
七
年
九
月
、
角
川
書
店
、
一
一

五
頁
。

（
７
）　
前
掲
注
３
『
公
卿
補
任
』
第
三
篇
、
六
四
八
頁
。

（
８
）　
前
掲
注
４
『
公
卿
補
任
』
第
四
篇
、
九
六
頁
。

（
９
）　
前
掲
注
２
『
公
卿
人
名
大
事
典
』
六
八
〇
頁
。

（
　
）　
国
立
公
文
書
館
蔵
『
大
外
記
師
資
記
』（
古
〇
〇
八
─
〇
二
七
〇
）
三
七
冊

１０
の
う
ち
第
三
七
冊
。

（
　
）　
国
立
公
文
書
館
蔵
『
大
外
記
師
武
記
』（
古
〇
〇
九
─
〇
二
七
一
）。

１１

（
　
）　
国
立
公
文
書
館
蔵
『
大
外
記
師
贇
記
』（
古
〇
一
〇
─
〇
二
七
三
）。

１２
（
　
）　
前
掲
注
　
『
大
外
記
師
資
記
』。

１３

１０

（
　
）　
拙
稿
「
文
化
四
年
、
原
在
明
の
江
戸
下
向
と
享
和
・
文
化
年
間
、
原
家
の
動

１４
向
」『
京
都
造
形
芸
術
大
学
紀
要
Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
』
一
七
号
、
二
〇
一
三
年

十
一
月
。

（
　
）　
正
宗
敦
夫
編
輯
校
訂
『
地
下
家
伝
』
一
九
六
八
年
、
自
治
日
報
社
、
一
三
六

１５
～
七
頁
。

（
　
）　
前
掲
注
　
『
大
外
記
師
武
記
』
三
四
・
三
九
。

１６

１１

（
　
）　
拙
稿
「
山
本
守
礼
事
績
考
─
地
下
官
人
を
め
ざ
す
絵
師
た
ち
の
研
究
序

１７
説
─
」『
京
都
造
形
芸
術
大
学
紀
要
Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
』
一
五
号
、
二
〇
一
一

年
十
一
月
。

（
　
）　
前
掲
注
　
『
地
下
家
伝
』
一
〇
八
八
～
九
頁
。

１８

１５

（
　
）　
京
都
文
化
博
物
館
『
京
の
絵
師
は
百
花
繚
乱
─『
平
安
人
物
志
』
に
み
る
江

１９
戸
時
代
の
京
都
画
壇
─
』
一
九
九
八
年
十
月
、
京
都
文
化
博
物
館
、
二
八
四
頁
。

（
　
）　
前
掲
注
　
『
地
下
家
伝
』
八
九
二
頁
。

２０

１５

（
　
）　
野
口
剛
「
絵
師
解
説
」『
近
世
京
都
の
狩
野
派
展
』
二
〇
〇
四
年
九
月
、
京

２１
都
文
化
博
物
館
、
二
一
六
頁
。

（
　
）　
前
掲
注
　
『
地
下
家
伝
』
一
〇
八
七
頁
。

２２

１５

（
　
）　『
彩
～
鶴
沢
派
か
ら
応
挙
ま
で
～
』
二
〇
一
〇
年
四
月
、
兵
庫
県
立
歴
史
博

２３
物
館
、
一
五
五
頁
。

（
　
）　
井
上
良
吉
編
『
薩
藩
画
人
伝
備
考
』
一
九
一
五
年
十
一
月
序
、
発
行
所
不
明
、

２４
早
稲
田
大
学
中
央
図
書
館
蔵
、
七
三
頁
。

（
　
）　
野
口
剛
「
絵
師
の
僧
位
叙
任
を
め
ぐ
る
断
章
─『
画
工
任
法
橋
法
眼
年
月
留
』

２５
の
紹
介
を
か
ね
て
─
」『
朱
雀
』
第
一
三
集
、
二
〇
〇
一
年
、
京
都
文
化
博
物

館
。

（
　
）　『
菅
茶
山
ゆ
か
り
の
絵
画
展
─
絵
画
で
た
ど
る
菅
茶
山
の
交
友
─
』
二
〇
〇

２６
九
年
十
月
、
菅
茶
山
記
念
館
。
一
九
一
〇
年
（
明
治
四
三
）
刊
行
の
『
福
山
志

料
』
に
は
「
守
規
」
の
落
款
の
あ
る
図
が
多
数
掲
載
さ
れ
る
。
拙
稿
「
近
世
の

文
化
財
調
査
─『
福
山
志
料
』
挿
絵
と
法
橋
片
山
守
規
」『
Ｇ
ｒ
ａ
ｎ
ｄ
ｅ
ひ
ろ
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し
ま
』
一
二
号
、
二
〇
一
六
年
三
月
、
四
～
五
頁
。

（
　
）　『
細
川
藩
御
用
絵
師
・
矢
野
派
』
一
九
九
六
年
十
月
、
熊
本
県
立
美
術
館
、

２７
一
〇
五
～
六
頁
。

（
　
）　
拙
稿
「
大
名
絵
師
の
家
格
戦
略
─
雲
谷
家
を
中
心
に
─
」『
豊
饒
の
日
本
美

２８
術
─
小
林
忠
先
生
古
稀
記
念
論
集
』
二
〇
一
二
年
三
月
、
竹
林
舎
、
三
三
〇
～

五
頁
。

（
　
）　
拙
稿
「
狩
野
正
栄
事
績
考
」『
京
都
造
形
芸
術
大
学
紀
要
Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
』

２９
一
三
号
、
二
〇
〇
八
年
十
一
月
、
京
都
造
形
芸
術
大
学
、
一
二
九
～
一
四
六
頁
。

（
　
）　
前
掲
注
６
『
京
都
市
歴
史
姓
氏
大
事
典
』
三
三
五
頁
。

３０
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表１　『御用帳』・『御用帳雑記』・『職事方御剪紙留』・『諸届書并願書類留』・『議奏御役中雑記』対応表

冊次西暦元号

御用帳（職事方御剪紙留、諸届并願書類留、仮服并混穢届留、御廻文并触留）１８００寛政１２年

諸届書并願書類留１職事方御剪紙留１御用帳雑記１１８０１寛政１３年

諸届書并願書類留２職事方御剪紙留２御用帳雑記２１８０２享和２年

諸届書并願書類留３職事方御剪紙留３御用帳雑記３１８０３享和３年

諸届書并願書類留４職事方御剪紙留４御用帳雑記４１８０４享和４年

諸届書并願書類留５職事方御剪紙留５御用帳雑記５１８０５文化２年

諸届書并願書類留６職事方御剪紙留６
御用帳雑記６春夏

１８０６文化３年
御用帳雑記７秋冬

諸届書并願書類留７職事方御剪紙留７
御用帳雑記８春夏

１８０７文化４年
御用帳雑記９秋冬

諸届書并願書類留８職事方御剪紙留８
御用帳雑記１０春夏

１８０８文化５年
御用帳雑記１１秋冬

諸届書并願書類留９職事方御剪紙留９
御用帳雑記１２春夏

１８０９文化６年
御用帳雑記１３秋冬

諸届書并願書類留１０職事方御剪紙留１０
御用帳雑記１４春夏

１８１０文化７年
御用帳雑記１５秋冬

諸届書并願書類留１１職事方御剪紙留１１
御用帳雑記１６春夏

１８１１文化８年
御用帳雑記１７秋冬

諸届書并願書類留１２職事方御剪紙留１２
御用帳雑記１８春夏

１８１２文化９年
御用帳雑記１９秋冬

諸届書并願書類留１３職事方御剪紙留１３
御用帳雑記２０春夏

１８１３文化１０年
御用帳雑記２１秋冬

議奏御役中雑記１
（６月～）

御用帳雑記２２
（～７月）

１８１４文化１１年

議奏御役中雑記２１８１５文化１２年

議奏御役中雑記３１８１６文化１３年

議奏御役中雑記４
（～３月）

諸届書并願書類留１４職事方御剪紙留１４
御用帳雑記２３春夏（２月～）

１８１７文化１４年
御用帳雑記２４秋冬

諸届書并願書類留１５職事方御剪紙留１５
御用帳雑記２５春夏

１８１８文化１５年
御用帳雑記２６秋冬

諸届書并願書類留１６職事方御剪紙留１６
御用帳雑記２７春夏

１８１９文政２年
御用帳雑記２８秋冬

諸届書并願書類留１７職事方御剪紙留１７
御用帳雑記２９春夏

１８２０文政３年
御用帳雑記３０秋冬
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Line-up of the Imperial Court Painters in the Documents of Lord Hiramatsu’s 

Family from the Collection of Kyoto University Library

FUKUDA Michihiro

Abstract

　Imperial court painters refer to the painters engaged in the works at the imperial court, 
regardless of their title or if they received regular payments of salary.　The imperial court in the 
early modern era provided various occasions, on an irregular basis, for the painters.　Special and 
the large scale of works are the shohekiga paintings, or the paintings on the walls, sliding panels, 
and folding-screens with which decarated inside of the gosho, the imperial palace and royal 
residences during the reconstructions.　Among the small scale of works, not on a regular basis, the 
painters were engaged with the constructions or restorations of the Sento-gosho the Palace for the 
retired Emperor in the change of emperors, and Togugosho, the Crown Prince’s Palace with the 
accession of the crown prince.　Quite a few painters were formally assigned, but when the 
occasional works became larger in scale, more painters were mobilized.　However, no special 
attention has been paid to the regularity of the works or the line-up of the painters engaged in them.
　This essay aims to develop a chronological understanding of the imperial court painters, and to 
identify the painters appearing in the imperial court records.　This research has significance as it is 
the first attempt to consider five kinds of records in sixty-nine volumes (the Collection of Kyoto 
University Library) over the twenty years when Lord HIRAMATSU Tokiaki (1754 ～ 1828) occupied 
the positions of Indenso (1800 ～ 1814, 1817 ～ 1820) the secretary of the emperor in charge of 
relaying messages to and from the retired emperor and Giso (1814 ～ 1817).　First, for analytical 
research, this essay considers the nature of the records owned by the HIRAMATSU Family and 
investigates the painters from the points of (1) paintings works, (2) the titles from the imperial 
court, and (3) various submitted documents, in chronological order.　While Lord Tokiaki was 
indenso, he was engaged in the distribution of mementoes of the passed emperor, and after the 
demise of the retired emperor Gosakuramachi, the records describe in detail to whom each of the 
cherished properties including paintings were sent and are regarded as one of the most significant 
sources on the origin and history of the properties in some temples to which they are believed to 
have been granted by the emperor.
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